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須坂の桜を楽しもう特集
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須
坂
市
に
は
、
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
に
選
ば
れ
て
い
る
臥
竜
公
園
を
は
じ

め
、
須
坂
市
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
樹
齢
何
百
年
の
桜
が
何
本
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
小
学
校
や
中
学
校
に
も
桜
が
植
え
ら
れ
、
４
月
に
な
る

と
桜
は
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
桜
は
昔
か
ら
花
見
と
し
て
も
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
須
坂
市
に
あ
る
桜
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
観
光
協
会
（
☎
０
２
６
‐
２
１
５
‐
２
２
２
５
）

　

私
た
ち
臥
竜
公
園
桜
守
り
の
会
は
、
平

成
14
年
に
設
立
し
、
臥
竜
公
園
の
桜
の
害

虫
防
除
や
肥
料
や
り
、
桜
の
ガ
イ
ド
な
ど

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

臥
竜
公
園
は
、
日
比
谷
公
園
や
明
治
神

宮
の
設
計
で
も
知
ら
れ
、
「
公
園
の
父
」と

讃た
た

え
ら
れ
る
本
多
静
六
博
士
の
設
計
に
よ

り
生
ま
れ
た
公
園
で
す
。

　

さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
の
ほ
か
に「
日
本

の
名
松
１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る

全
国
に
誇
れ
る
公
園
で
す
。

　

臥
竜
公
園
の
桜
は
、
20
品
種
以
上
約
６

０
０
本
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
竜
ヶ
池
の
周

辺
に
は
約
１
６
０
本
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
亡
く
な
っ
た
前
会
長
の
羽
生
田
郁
雄

さ
ん
が
発
見
し
た
園そ

の
さ
と
き
ざ
く
ら

里
黄
桜

（※）
や
園

そ
の
さ
と
り
ょ
く

里
緑

竜ヶ池の「花
はないかだ

筏」

須坂の桜を楽しもう

■
臥
竜
公
園
の
桜

渡辺武さん（田の神町）

臥竜公園桜守りの会会長

龍
り
ゅ
う

も
臥
竜
公
園
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
さ
く
ら
ま
つ
り

の
時
期
に
は
、
夜
桜
が
湖
面
に
映
え
、
と

て
も
美
し
く
彩
り
ま

す
。

（※）
園
里
黄
桜
（
写
真

下
）は
、
東
京
の
上
野

公
園
、
大
阪
造
幣
局

桜
の
通
り
抜
け
に
も

植
え
ら
て
い
ま
す
。

▲臥竜公園の夜桜

平成30年３月号
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特集 須坂の桜を楽しもう

■
豊
丘
の
五
大
桜

▲延命地蔵堂の桜

　推定樹齢430年のエドヒガン。市内最古最大

級の銘木、古木の風格と母木のやさしさを漂

わせる姿は見事です。

▲長
ちょうみょうじ

玅寺の桜

　樹齢400年を超える桜樹の風格を山門２階か

ら眺められます。裏山を背に本堂と桜が見事

な調和を見せます。

▲弁天さんのしだれ桜

　標高730ｍ、市街地を見下ろす景勝地にある

推定樹齢250年のしだれ桜。見事な花を咲かせ

ます。

▲洞
ぼらいり

入観音堂の桜

　推定樹齢250年のしだれ桜。この辺

りは墓地となっており、墓地の尾根

の上にきれいな花を咲かせます。

▲大日向観音堂のしだれ桜

　推定樹齢250年のしだれ桜。平成29年１月に

東側の桜が根元から折れてしまい、現在は１本

になってしまったが、見事な花を咲かせます。

　

豊
丘
に
は
、
「
豊
丘
の
五
大
桜
」と
呼
ば
れ
る
推
定
樹
齢

２
５
０
年
以
上
の
桜
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、

須
坂
市
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成30年３月号
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■
さ
く
ら
マ
ッ
プ
を
紹
介

　

市
内
に
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

桜
の
名
所
や
名
木
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
マ
ッ
プ
（
商
業
観
光
課
発
行
）
の

中
か
ら
２
カ
所
の
名
所
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
村
山
権
現
さ
ん
の
染そ

め

井い

よ

し

の

吉
野
や
井
上
氏
大
城
小
城
の
山
桜
、
坂

田
・
鎌
田
山
遊
歩
道
の
染
井
吉
野
、
仁
礼

国
道
４
０
６
号
鮎
川
堤
防
の
染
井
吉
野
な

ど
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

【
普
願
寺
の
染
井
吉
野
】

　

南
原
町
に
あ
る
普
願
寺
の
山
門
が
、
満

開
の
桜
に
埋
ま
り
、
黒
塗
り
の
重
厚
な
鐘

楼
や
本
堂
と
桜
の
淡
い
は
か
な
さ
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
で
す
。

　

仁
礼
の
国
道
４
０
６
号
を
少
し
入
っ
た

と
こ
ろ
に
高
顕
寺
が
あ
り
ま
す
。
境
内
に

あ
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
、
推
定
樹
齢
５
０
０

年
と
さ
れ
、
須
坂
市
指
定
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古こ

刹さ
つ

の
歴
史
を
物
語
る
樹
と
し
て
貴
重

で
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

【
高
顕
寺
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
】

さ
く
ら
マ
ッ
プ
の
配
布
場
所　

▼
市
役
所

▼
商
業
観
光
課

▼
市
観
光
協
会　

な
ど

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

▲さくらマップ

平成30年３月号
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奥
田
神
社
を
須
坂
の
第
２
の
桜
の
園そ

の

に

豊
丘
地
域
の
離

は
な
れ
や
ま

山

特集 須坂の桜を楽しもう

　
桜
で
地
域
を
活
性
化

田中宏和さん（穀町）

森山誠一さん

（相森町）

坂田袈佐春さん

（豊丘町）

　

私
が
奥
田
神
社
の
総
代
に
就
任
し
た
当

時
、
須
坂
市
民
の
方
が
奥
田
神
社
を
知
ら

な
く
、
お
参
り
に
来
ら
れ
る
方
も
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
く
の
方
に
奥
田

神
社
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
奥
田
神
社
の
神
様
と
し
て
祀ま

つ

ら

れ
て
い
る
須
坂
藩
13
代
藩
主
「
堀
直
虎
公
」

が
編
さ
ん
し
た
桜
の
図
鑑
『
叒じ

ゃ
く
ふ譜

』
の
桜
を

活い

か
し
て
、
須
坂
に
新
し
い
桜
の
園
を
作

ろ
う
と
総
代
仲
間
で
決
定
し
、
茨
城
県
に

あ
る
日
本
花
の
会
に
相
談
し
ま
し
た
。

　

染
井
吉
野
よ
り
少
し
遅
く
咲
く
珍
し
い

叒
譜
の
桜
８
種
類
を
植
栽
し
ま
し
た
。
こ

の
８
種
は
桐き

り
が
や谷

、
楊よ

う

き

ひ

貴
妃
、
塩し

お
が
ま竈

、
鵯

ひ
よ
ど
り
ざ
く
ら

櫻
、

白し
ろ
た
え妙

、
一い

ち
よ
う葉

、 

有あ
り
あ
け明

、
欝う

こ

ん金
櫻ざ

く
らで

す
。
臥

竜
公
園
の
染
井
吉
野
よ
り
少
し
遅
く
花
を

咲
か
せ
ま
す
の
で
、
須
坂
で
２
度
桜
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

平
成
27
年
か
ら
奥
田
神
社
で
「
叒
譜
の

杜も
り 

直
虎
さ
く
ら
祭
」
を
開
催
し
、
今
年

で
４
回
目
を
迎
え
ま
す
。　

　

私
は
、
２
年
前
に
須
坂
青
年
会
議
所
の

社
会
開
発
委
員
に
属
し
て
い
た
時
に
、
離

山
に
桜
を
植
樹
す
る
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
は
豊
丘
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
慣

れ
親
し
ん
だ
離
山
を
「
も
う
一
つ
の
臥
竜

山
」
と
し
て
人
を
呼
び
入
れ
た
い
。
そ
の

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
豊
丘
地
区
を
活

性
化
さ
せ
る
目
的
で
豊
丘
地
域
活
性
化
連

絡
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
下
部
組
織

と
し
て
、
平
成
28
年
に
離
山
を
守
る
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

活
動
は
、
一
昨
年
に
植
樹
し
た
桜
の
管

理
の
ほ
か
に
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
楽
し

め
る
よ
う
に
、
ア
ジ
サ
イ
や
ツ
ツ
ジ
、
モ

ミ
ジ
や
カ
エ
デ
な
ど
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
登
山
道
の
整
備
な
ど
安
全
対
策
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

離
山
の
頂
上
に
は
、
夫
婦
竜
の
伝
説
の

紙
芝
居
パ
ネ
ル
も
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

■
臥
竜
山
の
夫め

お
と
や
ま

婦
山
「
離
山
」

■「
離
山
」を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

奥田神社氏子総代

離山を守る会会長

　

将
来
的
に
は
、
奥
田
神
社
か
ら
鎌
田
山

ま
で
叒
譜
の

桜
を
植
樹
し
、

堀
直
虎
公
の

描
い
た
桜
の

山
や
桜
並
木

に
し
て
、
物

語
性
の
あ
る

第
２
の
須
坂

の
桜
の
園
を

目
指
し
て
い

ま
す
。

　

４
月
下
旬
か
ら
咲
き
出
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
奥
田
神
社
に
珍
し
い
桜
を
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

▲奥田神社の直虎桜の園完成イメージ図

▲離山に桜を植樹した様子

　　　　　　　　　 （平成28年５月）

▲以前に奥田神社で開花した鵯櫻

た
め
に
は
、
臥
竜
山
の
夫
婦
山
で
あ
る
離

山
に
桜
を
植
樹
し
て
、
桜
の
季
節
に
臥
竜

公
園
を
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
離

山
を
知
っ
て
も
ら
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で

地
域
を
活
性
化
で
き
た
ら
と
の
思
い
で
事

業
を
始
め
ま
し
た
。

　

事
業
に
際
し
て
、
地
元
の
方
に
協
力
を

得
て
、
平
成
28
年
５
月
に
36
本
の
桜
を
植

樹
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

平成30年３月号
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
時
点
で
軽
自
動
車
（
原
動
機
付

自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
を
含

む
）
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
廃
棄
、

売
却
、
譲
渡
し
た
ら
、
廃
車
や
名

義
変
更
な
ど
の
手
続
き
を
必
ず
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
に
す
る
だ
け
で
は

納
税
義
務
は
消
滅
し
ま
せ
ん
。
必

ず
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
返
却
し

て
廃
車
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
場
所
は
、
軽
自
動
車
の

軽自動車

軽自動車の廃車手続きをお忘れなく

問合せ　税務課（☎026‐248‐9001）

軽
自
動
車
税
の
月
割
納
付

は
あ
り
ま
せ
ん

　

軽
自
動
車
税
は
月
割
で
の
納
付

制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
の
途
中

で
廃
車
手
続
き
を
し
た
場
合
で
も
、

月
割
で
税
金
を
還
付
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
税
額
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。
納
期
は
５
月
１

日
㈫
～
31
日
㈭
で
す
。

　

納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

車両の種類

原動機付自転車 90cc以下

90cc超～125cc以下

ミニカー（50cc以下）

税額

2,000円

軽二輪（125cc超～250cc以下）

2,400円

3,700円

3,600円

雪上車 3,600円

二輪の小型自動車（250cc超） 6,000円

小型特殊自動車

農耕作業用

その他（フォークリ

フトなど）

2,400円

5,900円

■原動機付自転車などの税額

※三輪と四輪の軽自動車で、排出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷の小さい車両は、「グリー

　ン化特例」が適用されます。適用条件や税額など詳細は、税務課へお問い合わせください。

　「４月１日より前に譲渡したのに納

税通知書が届いた」などの名義変更手続

きのトラブルが年々増加しています。

　他人に手続きを依頼した場合は、手続

きが完了したか、必ず確認しましょう。

※廃車の手続きの詳細は、販売店か税

務課へお問い合わせください。

種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
（
左

上
の
表
参
照
）。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
普
通
車
も
同
様
で
す
。

手
続
き
が
必
要
な
方
は
お
忘
れ
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

軽二輪（125cc超250cc以下）
軽自動車協会

☎026‐243‐1967

二輪小型（250cc超）

普通車

長野運輸支局
☎050‐5540‐2042
（自動音声）

軽四輪（乗用・貨物）
軽自動車検査協会

☎050‐3816‐1854

車両の種類 手続き場所

原動機付自転車（125cc以

下）・小型特殊自動車

市役所税務課

☎026‐248‐9001

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
手
放

し
た
方
は
３
月
中
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い

車両の種類

三輪

税額

3,100円

四輪乗用

7,200円

5,500円

自家用

営業用

平成27年３

月31日まで

の登録車

平成27年４

月１日以降

の登録車

新規登録後

13年超の登

録車

 3,900円  4,600円

四輪貨物

4,000円

3,000円

自家用

営業用

10,800円 12,900円

 6,900円  8,200円

 5,000円  6,000円

 3,800円  4,500円

■三輪と四輪の軽自動車の税額
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問合せ　生活環境課（☎026‐248‐9019）

ごみ処理

引っ越しなどで多量のごみが
出たときの処理方法

　

引
っ
越
し
や
大
掃
除
で
出
た
多
量
の
ご
み
は
、
町
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
は
出
さ
ず
、
種
類
ご
と
に
左
表
の
搬
入
場
所
に
出
す
か
、
市
の

許
可
を
受
け
た
業
者
（
下
表
参
照
）
に
運
搬
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、
通
常
の
収
集
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

方法①…製品を購入した店や買い替えた店に相談してく

　　　　ださい。

方法②…市役所前拠点回収に出してください。

　　　　と　き　３月17日㈯午前９時～正午

　　　　ところ　市役所前駐車場

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前８時40分～午後４時30分
※３月21日㈬と24日㈯の午前８
時40分～正午は搬入できますが、
24日は事業系ごみを受け入れま
せん。

▼可燃ごみ

▼不燃ごみ

▼粗大ごみ

▼蛍光管

有料…10㎏ごとに
150円（消費税別）
※指定袋を使って
も無料になりません。
※蛍光管は無料。

▼缶類

▼古紙類

▼ペットボトル

▼ビン類

▼蛍光管

▼テレビ
▼エアコン
▼冷蔵庫
▼冷凍庫
▼洗濯機
▼衣類乾燥機

有料…品目により
家電リサイクル料
金と収集運搬料金
が異なります。詳
しくはお問い合わ
せください。

㈱ミノル産業リサイクルセ

ンター（☎026‐246‐0153）

㈱タケモト

（☎026‐248‐8112）

清掃センター

（☎026‐246‐9000）

（大字米子1218‐4）

種類 処理費用搬入場所 搬入時間

▼缶類

▼古紙類
無料
※古紙は紙ひもで
縛るなど、それぞ
れの出し方は、ご
みステーションへ
の出し方と同じで
す。

月～土曜日　午前８時～正午
午後１時～５時

※土曜日は休みの場合がありま
す。事前にお問い合わせくださ
い。

日野地域公民館
（大字塩川168‐1）

毎週火・木曜日　

午前９時～11時

エコサポートすざか
（大字須坂812‐2）
（旧上高井郡役所敷地内）

毎週土・日曜日　
午前９時30分～11時30分

■市内の一般廃棄物収集運搬業許可業者一覧(2月17日現在)

　※３月末で許可が切れる場合があります。

（公社）須高広域シル

バー人材センター

事業所名

田幸誠一（リセット）

㈱環境クリエイション

㈱ミノル産業

㈱タケモト

㈱ウチダ創業	

㈲ダストクリーンツ

カサ	

宮本幸一（ヒューマ

ンランド）

㈲中村電音

住所

大字須坂1218

墨坂1‐9‐1

大字幸高313㈲トラスト

墨坂南1‐20‐3

大字米持236

大字小河原971‐4

墨坂南2‐7‐11

大字亀倉179‐12

大字塩川526‐1 

大字須坂1574‐36

電話番号

026‐246‐2003

090‐8962‐8311
026‐245‐2568

026‐248‐1984

026‐245‐9400

026‐245‐0533

026‐248‐8111

026‐217‐0420

026‐219‐6026

026‐248‐7190

026‐245‐4516

事業系特定家電一時多量

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○

※
左
表
の
「
一
時
多
量
」は
家
庭
か
ら
出
る
多
量
ご
み
、
「
特
定
家
電
」は

テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、

「
事
業
系
」は
事
業
者
が
排
出
す
る
産
業
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄
物
の
こ
と

で
す
。
○
が
つ
い
て
い
る
業
者
に
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
（
有
料
）
。

※
市
外
の
業
者
や
最
新
の
許
可
業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
生
活
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　現在、ごみの処理は、

米子町の皆さんのご理

解・ご協力によって、

清掃センターで行って

ています。
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福　祉

問合せ　▼福祉課（☎026‐248‐9003）
　　　　▼保健センター（☎026‐248‐9023）

ひきこもりで悩んでいませんか

　

市
で
は
、
平
成
27
年
４
月
に
総

合
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
須
坂
市

生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ま
い

さ
ぽ
須
坂
」（
以
下
「
ま
い
さ
ぽ
須

坂
」
）
を
開
設
（
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
事
業
委
託
）
し
ま
し
た
。

　

「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」で
は
、
専
門

の
支
援
員
が
相
談
者
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
相
談
者
が
抱
え
て
い
る

課
題
を
一
緒
に
整
理
し
て
、
一
人

ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
、
他
の

専
門
機
関
と
連
携
し
て
、
解
決
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い

方
で
、
生
活
に
お
困
り
の
方
は
ど

な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
年
齢

に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
長
く
失
業
し
て
い
る
」
「
ひ
き

こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
」「
働
い
た

経
験
が
な
く
不
安
」
な
ど
、
生
活

相
談
で
き
る
時
間　

月
曜
日
～
金

曜
日
（
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月

３
日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時

相
談
料　

無
料

※
相
談
は
原
則
予
約
制
で
す
。
希

望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

所
在
地　

須
坂
市
大
字
須
坂
３
４
４
‐

１
‐
60
（
須
坂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
９
７
７


０
２
６
‐
２
１
４
‐
９
８
８
３

Ｅ
メ
ー
ル　

m
a
i
s
a
p
o
@
s
u
z
a
k
a
-

s
h
a
k
y
o
.
j
p

　

ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
本
人
自
身

が
相
談
す
る
こ
と
は
難
し
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
家
族
の
方

が
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
相

談
窓
口
は
下
記
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

ひ
き
こ
も
り
と
は
、
学
校
へ
の

登
校
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
仕
事
と
い

っ
た
外
と
の
交
流
を
避
け
、
原
則

的
に
は
６
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て

家
庭
に
と
ど
ま
り
続
け
て
い
る
状

態
で
す
。

　

他
者
と
直
接
的
な
交
流
を
持
た

な
い
外
出
（
買
い
物
・
ド
ラ
イ
ブ
）

は
可
能
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
は
一
つ
の
原
因
で

起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

で
悩
ん
で
い
ま
す
。
特
定
の
精
神

疾
患
や
発
達
障
が
い
が
ひ
き
こ
も

り
の
背
景
に
あ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

家
族
の
方
は
、
ひ
き
こ
も
り
の

原
因
が
自
分
の
関
わ
り
方
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
悩
ん
で
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、「
育

て
方
」
や
「
し
つ
け
」
に
の
み
原
因

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
窓
口
「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ま
い
さ
ぽ
須
坂
の
情
報

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

ど
う
し
て「
ひ
き
こ
も
り
」に

な
る
の
で
し
ょ
う
か

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」で
は
、
相
談

さ
れ
る
方
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り

と
お
聞
き
し
、
問
題
の
整
理
を
一

緒
に
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
と
就
労

に
関
わ
る
相
談
を
広
く
受
け
止
め

て
い
き
ま
す
。

須坂市生活就労支援センター
「まいさぽ須坂」
（須坂ショッピングセンター内）

ひきこもりの相談機関・場所 連絡先主な相談内容

仕事に就けない、家庭や心身の問題など
に関する事

026-248-9977

026-248-9023

026-248-9026

026-248-0001

026-245-4566

026-227-1810

保健センター こころやからだの悩みに関する事

18歳までのお子さんに関する事

不登校など学校生活に関する事

高齢者に関する事

ひきこもりに関する事

子ども課

教育相談室（学校教育課）

地域包括支援センター（高齢者福祉課）

長野県ひきこもり支援センター
（長野県精神保健福祉センター）

※各相談窓口の受付時間：月曜日～金曜日（祝日、12月29日～１月３日を除く）午前８時30分～午後５時15分

福
　
祉

生
活
に
お
困
り
の
方
は

「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
３
）
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問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）

健　康

～最近 よく眠れていますか～

３月は自殺対策強化月間です

　

３
月
は
、
進
学
や
転
勤
な
ど
環

境
の
変
化
や
年
度
末
の
忙
し
さ
か

ら
、
ス
ト
レ
ス
が
多
く
か
か
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ス
ト
レ
ス
や
疲

れ
を
感
じ
る
こ
の
時
期
は
自
殺
者

数
が
年
間
で
最
も
多
く
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

▼
眠
る
前
は
カ
フ
ェ
イ
ン
・
喫
煙
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど

の
刺
激
物
を
避
け
て
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
ま
し
ょ
う
。

▼
毎
日
、
同
じ
時
刻
に
起
床
す
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

早
寝
早
起
き
で
は
な
く
、
早
起

き
が
早
寝
に
通
じ
ま
す
。

▼
光
を
う
ま
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

朝
は
日
光
を
取
り
入
れ
、
体
内

時
計
を
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
に
し
ま
す
。

夜
は
照
明
を
明
る
く
し
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
３
度
の
食
事
と
規
則
的
な
運
動

習
慣
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

朝
食
は
心
身
の
目
覚
め
に
重
要

で
す
。
ま
た
、
夕
食
は
軽
め
に
し

ま
し
ょ
う
。
運
動
習
慣
は
熟
睡
を

促
進
し
ま
す
。

▼
昼
寝
を
す
る
な
ら
午
後
３
時
前

の
20
～
30
分
間
が
お
勧
め
で
す
。

　

長
い
昼
寝
や
夕
方
以
降
の
昼
寝

は
か
え
っ
て
逆
効
果
で
す
。

▼
寝
酒
は
不
眠
の
も
と
と
い
わ
れ

て
お
り
、
眠
り
を
浅
く
す
る
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
十
分
眠
っ
て
も
日
中
眠
気
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す

よ
う
な
ら
な
ら
専
門
医
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
車
の
運
転
に

も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
殺
は
、
う
つ
病
な
ど
健
康
問

題
が
原
因
で
起
こ
る
こ
と
が
多
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
は
、
生
活
が
苦

し
い
、
仕
事
や
家
庭
で
う
ま
く
い

か
な
い
、
借
金
や
人
間
関
係
で
悩

ん
で
い
る
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
レ
ス
が
重
な
り
、
自
殺
に
追
い

込
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
特

定
健
康
診
査
を
受
け
た
方
の
う
ち
、

４
人
に
１
人
が
睡
眠
が
取
れ
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

睡
眠
の
質
を
低
下
さ
せ
て
い
る

原
因
の
ト
ッ
プ
は
「
ス
ト
レ
ス
」と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

寝
て
も
疲
れ
が
取
れ
な
い
、
眠

れ
な
い
な
ど
は
、
心
身
が
発
し
て

い
る
不
調
の
サ
イ
ン
で
す
。

　

悩
み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

質
の
よ
い
睡
眠
を
取
る
に
は

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
原
因

睡
眠
と
ス
ト
レ
ス
の
関
係

相
談
機
関

と　き　３月８日㈭午後２時～

３時30分(午後１時30分～受付・

開場）

ところ　長野市芸術館リサイタ

ルホール（長野市）

講　師　三島和夫さん（国立精

神・神経医療研究センター精神

保健研究所精神生理研究部部長）

※参加費無料、申込み要。

申込み・問合せ　長野県保健福

祉事務所健康づくり支援課

☎026‐225‐9045

◇講演会

『健やかな睡眠のために～眠

れない／眠い原因を考える、

そして対処する～』

【
眠
れ
て
い
な
い
か
も
…
と
思
っ 

 

た
ら
】

　

日
々
の
生
活
の
中
で
ス
ト
レ
ス

を
た
め
て
い
な
い
か
、
良
く
眠
れ

て
い
る
か
、
振
り
返
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。
も
し
眠
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
れ
ば
、
専
門
の
医
療
機
関
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
族
や
職
場
な
ど
の
身

近
な
人
で
、
疲
れ
て
い
そ
う
な
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
も
し
身
近
に
い

ま
し
た
ら
、
「
最
近
良
く
眠
れ
て

い
る
？
」
な
ど
声
を
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
司
法
書
士
と
精
神
保
健
福
祉
士

に
よ
る
こ
こ
ろ
・
い
の
ち
と
法
律

の
無
料
電
話
相
談
会
『
そ
の
悩
み
、

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
！
』
】

（
通
話
無
料
）

と　

き　

３
月
25
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
４
時

☎
０
１
２
０
‐
４
４
８
‐
７
８
８

（
当
日
の
み
の
専
用
番
号
）

【
悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル
】（
通
話
無
料
）

受
付
時
間　

月
～
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
祝
日
、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
２
３

【
保
健
セ
ン
タ
ー
】

受
付
時
間　

月
～
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
祝
日
、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
３
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４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

が
変
更
に
な
り
ま
す

▼
変
更
前
…
１
万
６
４
９
０
円

▼
変
更
後
…
１
万
６
３
４
０
円

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
在
学
期

間
中
の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
納
付
で
き
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
必

国民年金保険料の納付額変更と
学生納付特例のお知らせ

年　金

問合せ　▼長野北年金事務所（☎026‐244‐4100）

　　　　▼健康づくり課（☎026‐248‐9018）

ず
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　

納
付
特
例
期
間
は
将
来
の
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
10

年
以
内
に
納
め
る
こ
と
で
年
金
額

を
確
保
で
き
ま
す
。

※
２
年
を
過
ぎ
る
と
加
算
金
が
つ

き
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

▼
平
成
30
年
度
分（
平
成
30
年
４
月

～
平
成
31
年
３
月
）
…
４
月
２
日

㈪
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

▼
経
過
年
度
分
…
申
請
す
る
月
か

ら
２
年
１
カ
月
前
の
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

対　

象　

20
歳
以
上
で
、大
学（
院
）・

短
期
大
学
・
高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校

（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
課

程
も
含
む
）
に
在
学
し
、
本
人
の

前
年
所
得
が
基
準
額
以
下
の
方

持
ち
物　

学
生
証
（
写
し
の
場
合

は
有
効
期
限
が
わ
か
る
も
の
）
、
ま

た
は
在
学
証
明
書
（
申
請
年
度
の

４
月
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）

申
請
場
所　

健
康
づ
く
り
課
（
窓

口
４
番
・
本
庁
舎
１
階
）

※
申
請
は
、
毎
年
度
必
要
で
す
。

平
成
29
年
度
に
特
例
制
度
を
受
け

た
方
で
、
引
き
続
き
平
成
30
年
度

も
在
学
予
定
の
方
に
は
、
４
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
用

の
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
し
、
ポ
ス
ト
に
投
函
す

る
こ
と
で
、
平
成
30
年
度
の
申
請

が
で
き
ま
す
。

通常支払（現金）

■新しい国民年金保険料納付額一覧

現金支払
[割引額］

口座振替
[割引額］

１カ月分

16,340円

16,290円   
 [50円］

１年分

196,080円

192,600円
[3,480円］

378,580円
[14,420円］

191,970円
[4,110円］

６カ月分

98,040円

97,240円
[800円］

96,930円
[1,110円］

２年分

393,000円

377,350円
[15,650円］

支払方法

前
納

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

学
生
の
皆
さ
ん
へ

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
が
発
行
す

る
も
の
で
す
が
、
修
学
の
た
め
親

元
を
離
れ
市
外
へ
転
出
す
る
方
に

は
、
特
例
に
よ
り
、
須
坂
市
が
保

険
証
を
発
行
し
ま
す
。

　

次
の
項
目
に
該
当
す
る
方
は
、

健
康
づ
く
り
課
（
窓
口
４
番
・
本

庁
舎
１
階
）
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
修
学
の
た
め
に
親
元
を
離
れ
市

 

外
へ
転
出
す
る
方
】

　

須
坂
市
の
国
民
健
康
保
険
を
継

続
さ
せ
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

持
ち
物　

▼
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
▼
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
（
写
し
で
も
可
）

【
住
所
が
市
外
に
あ
り
、
届
出
済

 

み
の
修
学
期
限
を
過
ぎ
て
も
修

 

学
を
続
け
る
方
】

　

届
出
済
み
の
修
学
期
限
が
保
険

証
の
有
効
期
限
で
す
の
で
、
再
度
、

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

持
ち
物　

▼
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
▼
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
（
写
し
で
も
可
）

【
卒
業
し
て
就
職
す
る
方
】

　

就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
す
る
方
は
、
国
民
健
康
保
険

を
脱
退
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

持
ち
物　

▼
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
▼
職
場
の
健
康
保
険
の
保

険
証
（
写
し
で
も
可
）

【
卒
業
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に

 

加
入
し
な
い
方
】

　

須
坂
市
の
国
民
健
康
保
険
を
脱

退
す
る
手
続
き
を
行
い
、
居
住
地

の
市
区
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証

　

詳
し
く
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。



平成30年３月号・11・

手続き

転入や転出の手続きを
お忘れなく

問合せ　市民課（☎026‐248‐9002）

　手続き内容　▼転入・転出・転居届の受付▼各種戸籍届出▼住民票や印鑑登録証明

　　　　　　　書などの証明書交付▼印鑑登録▼個人番号カードの交付手続きなど

　※手続きの内容によっては、後日ご来庁いただく場合があります。

■３月24日㈯・25日㈰の午前８時30分から正午まで、市民課窓口を開きます

　春は入学や就職などの季節です。転入や転出などをする方は、

下表を確認の上、市民課（窓口１番）で手続きをお願いします。

　

外
国
人
の
方
や
障
が
い
の
あ
る

方
は
、
左
表
以
外
に
も
持
ち
物
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
や
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
は
パ
ス
ワ
ー
ド
（
数

字
４
ケ
タ
）
の
入
力
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

住
所
の
異
動
手
続
き
に
は
本
人

確
認
が
必
要
で
す
。
身
分
を
証
明

す
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

身
分
を
証
明
す
る
も
の　

▼
運
転

免
許
証
▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
▼
パ

ス
ポ
ー
ト
▼
写
真
付
き
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド　

な
ど

注
意
事
項

申
請
方
法

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

市外から須坂

市に引っ越し

てきた日から

14日以内

市外に引っ越

しをする日ま

で

市内で新しい

住所に住んで

から14日以内

　はんこ　　転出証明書（前住所地で発行）

　通知カードまたは個人番号カード（全員分）

　住民基本台帳カード（所有者全員）

　年金手帳（第１号被保険者）

　介護保険受給資格証明書（前住所地で発行された方）

　はんこ　　国民健康保険証（加入者）

　印鑑登録証（登録者）　　福祉医療費受給者証（受給者）

　介護保険被保険者証（65歳以上または受給者）

　後期高齢者医療保険証（75歳以上または受給者）

　はんこ　　国民健康保険証（加入者）

　通知カードまたは個人番号カード（全員分）

　住民基本台帳カード（所有者全員）

　福祉医療費受給者証（受給者）

　介護保険被保険者証（65歳以上または受給者）

　後期高齢者医療保険証（75歳以上または受給者）

転入届

転出届

転居届

▼ ▼

▼
▼

▼
▼

▼ ▼

▼
▼

▼
▼ ▼

▼
▼

▼
▼

▼

▼

種類 届出期限 持ち物

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
公
的

な
身
分
証
明
書
と
し
て
、
年
金
や

税
な
ど
の
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
求
め
ら
れ
た
時
に
提
示
し
た

り
と
便
利
な
カ
ー
ド
で
す
。

　

初
回
は
無
料
で
取
得
で
き
ま
す
。

①
通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て
い
る
交

付
申
請
書
に
署
名
の
上
、
顔
写
真

を
貼
っ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
証
明
用
写
真
機
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
写
真
を
撮
影
し
、
そ
の
ま

ま
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

※
引
っ
越
し
な
ど
を
し
た
場
合
は
、

こ
の
交
付
申
請
書
は
使
え
ま
せ
ん
。

市
民
課
で
新
し
い
申
請
書
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

②
約
１
カ
月
後
に
、
市
か
ら
ご
自

宅
に
は
が
き
が
届
き
ま
す
。

③
必
要
な
持
ち
物
を
お
持
ち
の
上
、

ご
本
人
が
市
民
課
で
カ
ー
ド
を
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▲裏面 ▲表面

通知
カード

交付申請書

問
合
せ　

総
務
省
（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
‐
９
５
‐
０
１
７
８

受
付
時
間　

▼
月
～
金
曜
日
…
午

前
９
時
30
分
～
午
後
８
時
▼
土
・

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分

※
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く



平成30年３月号 ・12・

イベント

動物園・臥竜公園イベント情報

問合せ　臥竜公園管理事務所（☎026‐245‐1770）

～楽しいイベント盛りだくさん！～

と　

き　

▼
３
月
17
日
㈯
▼
18
日

㈰と
こ
ろ　

須
坂
市
動
物
園

内　

容　

▼
須
坂
市
動
物
園
代
表
動
物
選
挙

２
０
１
８
（
動
物
た
ち
の
選
挙
パ

レ
ー
ド
…
午
前
11
時
45
分
～
、
立

会
演
説
会
…
午
後
０
時
30
分
～
）

▼
カ
ピ
バ
ラ
温
泉
（
▼
午
前
11
時

～
11
時
30
分
▼
午
後
２
時
～
２
時

30
分
）

▼
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
（
午
後
１
時

30
分
～
２
時
）

▼
各
種
工
作
教
室

▼
動
物
へ
の
エ
サ
や
り
体
験

▼
綿
あ
め
の
無
料
配
布　

な
ど

と　

き　

４
月
４
日
㈬

　
　
　
　

午
前
11
時
～

と
こ
ろ　

竜
ヶ
池
遊
船
所
前

※
池
開
き
式（
安
全
祈
願
）終
了
後
、

午
後
４
時
45
分
ま
で
ボ
ー
ト
を
無

料
開
放
し
ま
す
。

春
の
動
物
園
ま
つ
り

竜
ヶ
池 

池
開
き
式

　

さ
く
ら
ま
つ
り
に
訪
れ
る
方
に

気
持
ち
良
く
桜
を
見
て
い
た
だ
く

た
め
、
さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
中
に

竜
ヶ
池
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
し
ま

せ
ん
か
。

　

参
加
者
は
当
日
に
限
り
、
動
物

園
に
無
料
で
入
れ
ま
す
。

と　

き　

▼
４
月
１
日
㈰
▼
８
日

㈰
▼
15
日
㈰
▼
22
日
㈰

※
１
日
の
み
開
会
式
が
あ
り
ま
す
。

受 

付 

午
前
７
時
45
分
～
８
時（
受

け
付
け
終
了
後
、
各
自
の
ペ
ー
ス

で
ご
み
拾
い
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

受
付
場
所　

臥
竜
公
園
管
理
事
務

所
横
（
動
物
園
正
面
口
）

持
ち
物　

▼
軍
手
▼
ご
み
入
れ
用

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
２
枚
）　

な
ど

　

月
曜
日
は
休
園
日
で
す
が
、

３
月
26
日
㈪
は
特
別
に
開
園

し
ま
す
。

　

営
業
時
間
は
通
常
ど
お
り
、

午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分

（
入
園
は
午
後
４
時
ま
で
）で

す
。

動
物
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

臥
竜
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り

ゴ
ミ
拾
い
た
い
！

須坂市動物園代表動物選挙2018 ～動物園の顔となる動物を決めよう！～

投票日　▼３月17日㈯▼18日㈰　期日前投票日　３月10日㈯～16日㈮

投票場所　▼交流施設ふれんＺＯＯ１階▼南園休憩所▼本園・南園券売所

開　票　３月18日㈰午後５時～　当選証書授与式　３月20日㈫午前11時30分～

※投票用紙は一人一枚券売窓口で配布します。

①

② ④ ⑥ ⑧ ⑩ ⑫

③ ⑤ ⑦ ⑨ ⑪

多
く
の
皆
さ
ん
の

投
票
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▲昨年のごみ拾いの様子



平成30年３月号・13・

イベント

３月18日㈰に中心市街地で
さまざまなイベントが開催されます

【
信
州
須
坂 

蔵
の
ま
ち
春
ま
つ
り  

２
０
１
８
】

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

内　

容　

▼
飲
食
出
店

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
バ
ン
ド
演
奏

▼
軽
食
・
飲
料
の
ふ
る
ま
い

▼
青
龍
み
こ
し

▼
神
奈
川
県
三
浦
市
や
宮
城
県
塩

竈
市
の
物
産
販
売

▼
市
消
防
団
音
楽
隊
に
よ
る
吹
奏

と
パ
レ
ー
ド

▼
須
坂
高
校
・
須
坂
東
高
校
ダ
ン

ス
部
に
よ
る
ダ
ン
ス
披
露

▼
高
校
生
に
よ
る
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

▼
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
＆
キ
ャ
ラ
ク

【
和
～
ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
つ
り
②
】

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

内　

容　

▼
香
り
袋
体
験

【
須
坂
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

 

ル
】

午
前
の
部
（
午
前
11
時
～
正
午
）

出　

演　

▼
日
本
舞
踊
…
花
柳
葉

緑
社
中
▼
お
囃は

や

し子
と
神
楽
…
仁
礼

町
少
年
神
楽
の
会

午
後
の
部（
午
後
１
時
～
２
時
30
分
）

出　

演　

▼
屋
部
町
こ
ど
も
神
楽

教
室
▼
屋
部
町
神
楽
保
存
会

問
合
せ　

笠
鉾
会
館
ド
リ
ー
ム
ホ

ー
ル

（
☎
０
２
６
‐
２
４
６
‐
７
１
０
０
）

【
和
～
ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
つ
り
①
】

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

内　

容　

▼
組
子
細
工
体
験

▼
和
菓
子
づ
く
り
体
験

▼
和
ス
イ
ー
ツ
祭
り
（
カ
フ
ェ
Ｋ

Ｏ
Ｈ
）　

な
ど

※
参
加
費
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

問
合
せ　

旧
小
田
切
家
住
宅

（
☎
０
２
６
‐
２
４
６
‐
２
２
２
０
）

③
須
坂
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館

　（
入
館
無
料
）

②
旧
小
田
切
家
住
宅

　（
入
館
無
料
）

①
市
道
銀
座
通
り
線

④
笠
鉾
会
館
ド
リ
ー
ム
ホ
ー

　
ル（
年
中
入
館
無
料
）

旧小田切家
住宅

【略図】

県立信州医療
センター

横町中央

①市道銀座通り線

笠鉾会館ド
リームホー
ル 上中町

②

③

④

末広町

須坂商業高校前

信州医療セ
ンター北

Ｐ市営駐
車場

　さまざまなイベントが開催さ

れます。ご家族・ご友人などと

お気軽にお越しください。

春木町南

中町

タ
ー
の
登
場

▼
市
内
文
化
団
体
に
よ
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス

▼
信
州
プ
ロ
レ
ス
な
ど
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
を
予
定

※
「
信
州
須
坂 

蔵
の
ま
ち
春
ま
つ

り
２
０
１
８
」
に
関
す
る
詳
細
は
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

実
行
委
員
会
事
務
局（
蔵

の
ま
ち
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
６
８
６
７)

クラシック
美術館

▲昨年の青龍みこしの様子

▲昨年の市道銀座通り
　線の春まつりの様子

▲昨年の仁礼町少年神楽の会

　お囃子の演奏の様子

▼
き
も
の
模
様
の
絵
葉
書
体
験

▼
く
る
み
ボ
タ
ン
の
髪
飾
り
作
り

▼
和
紙
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
作
り

▼
季
節
の
文
香
作
り

料　

金　

各
５
０
０
円

問
合
せ　

須
坂
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館

（
☎
０
２
６
‐
２
４
６
‐
６
４
７
４
）



平成30年３月号 ・14・

信
州
須
坂

「
わ
く
わ
く
」お
ひ
な
め
ぐ
り

問
合
せ　

▼
市
観
光
協
会
（
☎
０
２
６
‐
２
１
５
‐
２
２
２
５
）

▼
蔵
の
ま
ち
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
６
８
６
７
）

イベント名・内容など開催期間 開催場所

３月１日㈭～
４月３日㈫
※時間・定休
日は店舗によ
り異なります

信州須坂「わくわく」おひなめぐり

▼ひな人形の展示

▼期間中「わくわくスタンプラ

　リー」開催

市内参加76店

舗・施設

三十段飾り千体の雛祭り開催中～
４月15日㈰
午前９時～
午後５時
※須坂版画美
　術館は５月
　６日㈰まで

▼世界の民俗

　人形博物館

▼須坂版画美

　術館

▼歴史的建物

　園

開催中～
４月23日㈪
午前９時～
午後５時

十四段の雛飾り

※入場無料

笠鉾会館ドリ

ームホール

イ
ベ
ン
ト

開
催
期
間　

３
月
１
日
㈭
～
４
月
３
日
㈫

３月４日㈰
午後１時～３時

着物でファッションショー

※見学無料

笠鉾会館ドリ

ームホール

※２館共通入

　館料500円・

　中学生以下

　無料

書
き
方
・
配
布
場
所
な
ど

リ
ビ
ン
グ

　
ウ
ィ
ル
と
は

　

須
高
地
域
医
療
福
祉
推
進
協

議
会
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

「
元
気
な
と
き
か
ら
自
分
が
ど

ん
な
最
期
を
望
む
の
か
を
考
え
、

家
族
と
話
し
合
い
、
終
末
期
医

療
・
ケ
ア
に
関
し
て
の
意
思
表

明
が
で
き
る
こ
と
」を
目
的
に
、

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
（
生
前
の

意
思
表
明
）
の
文
化
を
育
む
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
を
お
配
り
し
て
い
ま
す

問
合
せ　

地
域
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
１
０
１
）

　

元
気
な
時
か
ら
自
分
の
延
命

治
療
の
希
望
な
ど
を
考
え
、
家

族
と
話
し
合
い
、
書
き
記
し
て

お
く
生
前
の
意
思
表
明
で
す
。

　

突
然
の
病
気
・
事
故
な
ど
で

本
人
が
意
思
表
示
で
き
な
く
な

り
、
回
復
が
見
込
め
ず
最
期
が

近
づ
い
て
し
ま
っ
た
時
に
も
、

家
族
な
ど
に
本
人
の
希
望
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
の
最
期
を
考
え
、
家
族

な
ど
と
話
し
合
う
き
っ
か
け
づ

◇
法
的
な
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
何
回
も
書
き
換
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
気
持
ち
が
揺
れ
る

の
は
当
然
で
す
）
。

◇
定
期
的
に
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

◇
書
き
記
し
た
ら
、
ご
家
族
と

話
し
合
い
、
保
管
場
所
を
伝
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
携
帯
用
カ
ー
ド
も
つ
い
て
い

ま
す
。

配
布
場
所　

▼
須
高
地
域
の
医
療
機
関
▼
訪

問
看
護
事
業
所
▼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
▼
地
域
医
療
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室　

な
ど

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

・

く
り
と
し
て
も
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

▲冊子（A4サイズより少し大きくA4
資料が挟めます）

▲携帯用カード

※
平
成
30
年
１
月
に
経
管
栄
養
、

人
工
呼
吸
器
の
使
用
な
ど
の「
延

命
治
療
に
つ
い
て
希
望
す
る
こ

と
」
の
項
目
な
ど
を
増
や
し
た

改
訂
版
を
発
行
し
ま
し
た
。



平成30年３月号・15・

善
行
賞

善
行
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

須
坂
市
児
童
青
少
年
育
成
委
員

会
が
平
成
18
年
度
に
制
定
し
た
賞

で
す
。
社
会
の
た
め
に
活
動
し
た

り
自
己
啓
発
に
努
め
た
り
し
て
い

る
児
童
青
少
年
に
賞
を
与
え
褒
め

る
こ
と
で
、
家
庭
や
地
域
で
の
対

話
と
ふ
れ
あ
い
の
場
を
増
や
し
、

さ
ら
な
る
健
全
育
成
を
推
進
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

善
行
賞
に
は
▼
奉
仕
賞
▼
親
切

賞
▼
学
芸
賞
▼
努
力
賞
▼
挨あ

い
さ
つ拶

賞

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
に
67
件
の
団
体
・
個
人

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

須
坂
市
の
子
ど
も
会
活
動
の
活

性
化
と
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域

で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
中
学
生
か
ら

20
代
半
ば
の
青
少
年
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

中
学
生
と
高
校
生
を
「
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
」
、
大
学
生
や
社
会

人
（
25
歳
く
ら
い
ま
で
）を
「
シ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
」
と
呼
び
ま
す
。

　

２
月
15
日
現
在
、
17
人
が
所
属

し
て
い
ま
す
。
違
う
学
校
や
学
年

の
仲
間
た
ち
と
交
流
を
深
め
、
活

動
を
と
お
し
て
子
ど
も
会
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

子
ど
も
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

善
行
賞
と
は

須
坂
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
と
は

平
成
29
年
度
下
半
期
の
奉
仕

賞
受
賞
者
は
２
団
体

受
賞
理
由　

小
さ
い
頃
か
ら
慣
れ

親
し
ん
だ
臥
竜
公
園
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
、
多
年
に
わ
た
り
、

臥
竜
公
園
・
竜
ヶ
池
の
周
り
の
落

ち
葉
掃
き
を
続
け
て
い
ま
す
。

受
賞
理
由　

平
成
28
年
か
ら
２
年

間
、兄
弟
で
光
ケ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

集
会
場
前
の
花
の
水
や
り
を
行
い
、

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

▼受賞者②
　北原町校友会の皆さん

▼受賞者①
　大日方颯真さん
　大日方惺哉さん

※
善よ

い
行
い
を
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
が
い
ま
し
た
ら
、
地
域
や
小
・

中
・
高
校
に
い
る
児
童
青
少
年
育

成
委
員
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

募　集

須坂リーダーズクラブ
（ＳＬＣ）入会者募集

問合せ　子ども課（☎026‐248‐9026）

▼
町
別
子
ど
も
会
長
を
対
象
に
し

た
「
子
ど
も
会
長
会
」
の
運
営
補
助

　

子
ど
も
課
（
窓
口
10
番
・
東
庁

舎
１
階
）
に
あ
る
「
入
会
届
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

入
会
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

※
中
学
生
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

※
入
会
の
前
に
ク
ラ
ブ
活
動
の
見

学
も
で
き
ま
す
。

活
動
内
容

入
会
の
し
か
た

▼
各
町
子
ど
も
会
行
事
へ
の
協
力

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
紹
介
な
ど
）

▼
「
す
ざ
か
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
運
営
補
助

▼
三
浦
市
親
善
交
流
事
業
の
引
率
・

運
営
補
助

▼
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
小
学
４
年

生
か
ら
６
年
生
を
対
象
に
し
た「
リ

ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
」の
運
営
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

ＳＬＣメンバーの声

▼レクリエーションを覚えて、
小学生と遊びながら学べるのが
とても楽しい。
▼人前に立つのが苦手だったけ
ど、活動しているうちに、みんな
の前で話したり、意見をまとめ
ることができるようになった。
▼学校や学年の枠をこえて、た
くさんの友だちができた。
▼入会するときは不安だったけ
ど、みんながとても優しくて、
今は入会して良かったと思う。
▼日々の学校生活の中でも、発
言やリーダーシップをとること
ができるようになって、自分に
自信がついた。
▼子どもと関わる仕事に就きた
くて入会し、各町の子ども会行
事に協力させていただいて、将
来のためになっていると思う。



募
　
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か

申
込
・
問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
６
‐
２
４
６
‐
２
０
０
３
）

毎
月
第
３
水
曜
日
入
会
説
明
会
を
開
催
中
!!

　

60
歳
以
上
の
方
が
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
を
し
て
、
今

ま
で
に
培
っ
た
技
能
や
経
験
な
ど

を
生
か
し
て
就
業
な
ど
を
し
ま
す
。

　

須
坂
市
の
会
員
数
は
平
成
30
年

１
月
末
日
現
在
で
、５
７
０
人
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
地
域
交
流
事
業
な
ど

「
地
域
貢
献
」を
目
指
し
た
活
動
も

し
て
い
ま
す
。

対　

象　

須
高
地
域
（
須
坂
市
・

小
布
施
町
・
高
山
村
）
在
住
の
60

歳
以
上
で
、
事
業
に
賛
同
い
た
だ

け
る
方

活
動
内
容

施
設
の
概
要

【
高
齢
者
の
就
業
の
機
会
の
確
保
】

▼
農
作
業
▼
植
木
の
剪せ

ん
て
い定

▼
除
草

作
業
▼
清
掃
作
業
▼
施
設
管
理
▼

表
具
・
表
装
作
業　

な
ど

【
地
域
交
流
事
業
】

▼
シ
ル
バ
ー
農
園
を
活
用
し
た
収

穫
体
験
・
公
開
講
座
▼
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
親
子
と
世
代
間

交
流　

な
ど

【
趣
味
の
集
ま
り
】

▼
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
▼
手
芸
▼
合

唱
▼
表
装　

な
ど

【
独
自
事
業
】

　

「
村
山
早わ

せ生
ご
ぼ
う
」や
「
里
芋
」

な
ど
の
野
菜
の
栽
培
・
販
売

シルバー人材センター会員作品展

とバザー

と　き　▼３月17日㈯▼18日㈰

　　　　両日とも午前10時～午後３時

ところ　福祉会館（馬場町）

内　容　▼会員の作品展示（一部販売）

　　　　▼バザー（日用品・花・おやき

　　　　など）▼喫茶コーナー（すいと

　　　　ん・綿あめなど）▼包丁研ぎ

平成30年３月号 ・16・

ご
み
処
理

問
合
せ　

エ
コ
パ
ー
ク
推
進
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
６
８
）

施
設
の
概
要
に
つ
い
て

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

エコパーク

　

長
野
広
域
連
合
の
ご
み
処
理
広

域
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
進
め
て

い
る
大
字
亀
倉
字
栗
毛
・
左
方
ほ

か
（
仁
礼
町
・
旧
土
取
場
）を
建
設

地
と
し
た
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
実
施
設
計
が
完
了
し
、
施
設

配
置
計
画
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
、

施
設
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

配
置
計
画　

下
図
参
照

敷
地
面
積　

約
10
・
６
ha

埋
立
面
積　

約
１
万
６
７
０
０
㎡

埋
立
容
量　

約
８
万
５
０
０
０
㎥

埋
立
期
間　

15
年
間

【
浸
出
水
処
理
施
設
】

処
理
能
力　

60
㎥
／
日

調
整
槽
容
量　

３
０
０
０
㎥

下
水
道
放
流

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
将
来
に
渡

っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
安
全

な
施
設
と
し
て
、
平
成
32
年
度
中

の
稼
働
を
目
指
し
ま
す
。

■長野広域連合一般廃棄物最終処分場 計画平面図

　

現
在
、
ご
み
の
処
理
は
、

米
子
町
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
に
よ
っ
て
、
清
掃
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　遮水工の下部に設置
　遮水工下部の地下水
や湧水を排水する施設
　ビオトープへ導水

・
・

・

地下水集排水施設

ビオトープ

　植樹し緩衝帯を整備・

北側緩衝帯
　二重遮水シート
　漏水検知システム・
・

埋立地遮水工
　埋立物や浸出水
の流失防止施設
　構造は土堰堤

・

・

　浸出水（埋立地内への降雨）
を集排水し、浸出水処理施設
へ導水

・

浸出水集排水施設

搬入路

防災調整池

　南側20m程度を埋戻し、植樹し
て緩衝帯を整備
・

南側緩衝帯

　既存法面側溝の修繕
　伸縮計の設置
・
・

東側法面管理

　埋立地の外側に降った雨水
を集水する施設
　防災調整池へ導水、一時貯
留後に公共用水域へ放流

・

・

雨水集排水施設

　埋立てに使用する覆土・
覆土置場

太線：敷地範囲

貯留構造物

管理棟
　最終処分場の総合管理施設・

浸出水処理施設
　浸出水（埋立地内への降雨）を処
理して水質を浄化する施設
　浄化後の処理水は下水道へ放流

・

・

N



平成30年３月号・17・

消費生活情報

新生活をはじめる若者へ
若者に多い消費者トラブル事例

問合せ　消費生活・特殊詐欺被害防止センター（☎026‐248‐9002）

　

新
生
活
を
始
め
る
３
月
。
進
学

や
就
職
で
親
元
を
離
れ
た
若
者
が

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
陥
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
若
い
方
に
多
い
２
つ
の

ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

エ
ス
テ
が
無
料
で
体
験
で
き
る

と
い
う
広
告
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
つ
け
て
、
店
に
出
向
い
た
。

　

施
術
後
、
い
ろ
い
ろ
と
説
明
を

さ
れ
高
額
な
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

▼
本
来
の
目
的
と
違
う
契
約
を
す

す
め
ら
れ
て
も
そ
の
場
で
安
易
に

契
約
し
な
い
。

▼
「
お
得
」「
無
料
」な
も
の
に
は
必

ず
理
由
が
あ
り
ま
す
。
う
ま
い
話

を
す
ぐ
に
信
用
せ
ず
に
よ
く
考
え

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
学
の
友
人
に
「
入
れ
ば
人
脈

が
広
げ
ら
れ
る
組
織
が
あ
る
」
と

誘
わ
れ
て
、
組
織
の
人
に
会
っ
た

と
こ
ろ
「
加
入
し
て
仲
間
を
増
や

せ
ば
将
来
に
つ
な
が
る
」
と
勧
誘

さ
れ
興
味
を
持
っ
た
。

　

加
入
す
る
に
は
50
万
円
の
資
産

運
用
ソ
フ
ト
を
購
入
す
る
必
要
が

あ
る
と
言
わ
れ
た
が
「
お
金
が
な

い
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
消
費
者
金

マ
ル
チ
商
法
ト
ラ
ブ
ル

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

融
を
す
す
め
ら
れ
、
借
金
し
て
支

払
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

▼
他
人
に
紹
介
し
、
商
品
購
入
に

つ
な
が
れ
ば
マ
ー
ジ
ン
が
得
ら
れ

る
と
い
っ
た
マ
ル
チ
商
法
的
手
法

が
特
徴
で
す
。

▼
友
人
か
ら
の
誘
い
で
も
必
要
の

な
い
も
の
は
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

▼
安
易
な
借
金
は
多
重
債
務
に
陥

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

消費者ホットライン ☎188
　消費者ホットラインはお近くの消費生活センターに

つながる電話番号です。

　消費生活センターでは消費者と事業者との間のトラ

ブルについて相談を受け付けています。専門の相談員

が助言、あっせん、情報提供などを行い、解決のため

のお手伝いをします。相談無料、秘密厳守。お気軽に

ご相談ください。

市長の

いきいき
　　通信

実
践
家
の
気
概
と
誇
り

　
隠
れ
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　

各
種
会
合
で
市
内
の
若
い
事
業
家
と
話
す
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　

現
代
の
若
者
に
関
し
て
、
社
会
性
の
未
熟
や
自
己
中
心
、
消
極

的
な
ど
と
評
す
る
む
き
も
あ
り
ま
す
が
、
全
国
放
送
テ
レ
ビ
番
組

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
感
心
し
て
い
た
よ
う
に
、
須
坂
市
の
若
い
事

業
家
は
、
他
人
に
頼
ら
ず
自
立
心
が
高
い
で
す
。

　

市
内
に
は
家
業
承
継
事
業
家
が
多
く
い
ま
す
。
私
は
、
会
合
で

事
業
を
承
継
し
た
親
ま
た
は
引
き
継
い
だ
子
ど
も
と
お
話
を
し
、

ご
両
親
が
ご
自
身
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
、
苦
労
を
し
て

い
て
も
愚
痴
を
こ
ぼ
さ
な
い
、
夫
婦
仲
が
良
い
、
ご
先
祖
を
大
切

に
さ
れ
て
い
る
、
自
慢
を
し
な
い
方
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
若
手
事
業
家
は
マ
イ
ナ
ス
思
考
の
発
言
が
な
い
こ
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
が
あ
る
の
で
異
業
種
で
の
新
製
品
を
楽
し
ん
で

開
発
し
て
い
る
こ
と
、
若
手
と
年
配
者
と
の
意
見
交
換
が
盛
ん
で

あ
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
、
自
利
利
他
の
気
持

ち
が
あ
り
広
く
考
え
て
い
る
こ
と
が
業
績
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
、
税
金
を
払
う
こ
と
を
前
向
き
に
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
感

じ
ま
す
。

　

事
業
家
一
人
ひ
と
り
が
実
践
者
の
気
概
と
誇
り
を
持
ち
、
そ
の

生
き
方
に
ド
ラ
マ
を
感
じ
ま
す
。

　

あ
る
講
演
会
後
の
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
た
講
師
が
「
仕
事
に
関

し
て
真
剣
に
話
題
と
す
る
懇
親
会
は
珍
し
い
。
出
席
し
て
い
て
す

が
す
が
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

派
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
業
界
で
は
認
知
さ
れ
て
い
る
「
隠

れ
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
が
多
い
須
坂
市
で
す
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」を
毎
週
木
曜
日
に

お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/
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①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　�

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

�

…
…
５
人

㈱
古
城
荘
提
供

※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

ー問題ー ③
世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館
・
須
坂

版
画
美
術
館
入
館
券（
ペ
ア
）…
５
人

須
坂
市
文
化
振
興
事
業
団
提
供

ヒ
ン
ト
…
14
ペ
ー
ジ

信
州
須
坂

「
〇
〇
〇
〇
」お
ひ
な
め
ぐ
り

３
月
１
日
㈭
～
４
月
３
日
㈫
開
催

～２月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お
き
の
話
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
か
一
言

ご
意
見
を
必
ず
書
き
添
え
て
、
左
の
あ

て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
可
）
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

３
月
15
日
㈭
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

市

ズ

イ

ク

報

寒
さ
に
負
け
ず

　

ヒ
ャ
ッ
ト
、
ピ
リ
ッ
ト
す
る
朝

の
空
気
の
中
、
朝
６
時
半
か
ら
の

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雄
大
な
ア
ル
プ
ス
や
北

信
五
岳
を
眺
望
し
な
が
ら
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
週
に
一
度
の
運
動
ク

ラ
ブ
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

し
っ
か
り
手
足
を
伸
ば
し
、
背

筋
を
伸
ば
し
な
が
ら
春
を
待
ち
た

い
と
思
い
ま
す
。　

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　

 

コ
コ
マ
マ
さ
ん　

65
歳
）

●
寒
い
季
節
は
体
を
動
か
す
の
も

お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
で
す
ね
。

天
体
シ
ョ
ー

　

先
日
の
皆
既
月
食
を
ず
っ
と
見

ま
し
た
。
東
の
空
で
月
の
左
下
か

ら
食
が
始
ま
り
、
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。

　

自
然
の
摂
理
は
神
秘
的
で
す
。

と
て
も
寒
か
っ
た
で
す
が
、
心
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
竹
前
さ
ん　

63
歳
）

●
私
も
観
察
し
ま
し
た
が
、
感
動

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
７
月
に
も

皆
既
月
食
が
あ
る
そ
う
で
す
よ
。

娘
　

娘
が
４
年
生
の
大
学
を
終
え
て

こ
の
３
月
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

　

長
か
っ
た
よ
う
な
、
短
か
っ
た

よ
う
な
…
。
ま
た
家
族
皆
で
生
活

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

娘
に
は
、
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、

病
気
を
せ
ず
、
皆
か
ら
好
か
れ
る

女
性
ら
し
い
や
さ
し
い
気
持
ち
で

生
き
て
ほ
し
い
と
、
親
バ
カ
の
願

い
で
す
。　

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　

 
 

親
バ
カ
さ
ん　

47
歳
）

●
い
く
つ
に
な
っ
て
も
親
が
子
を

思
う
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。

ご
子
息
の
新
た
な
門
出
に
幸
多
か

れ
と
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

だ
ま
さ
れ
な
い
で

　

先
日
、
息
子
の
名
前
を
語
っ
た

電
話
が
あ
り
「
携
帯
を
変
え
た
の

で
番
号
を
メ
モ
し
て
ほ
し
い
」
…

と
。
声
が
お
か
し
か
っ
た
の
で
理

由
を
聞
い
た
ら「
風
邪
を
ひ
い
た
」

と
の
こ
と
。
「
す
ぐ
に
医
者
に
行

き
な
さ
い
」
と
言
っ
て
電
話
を
切

り
ま
し
た
が
不
審
に
思
い
、
翌
朝

息
子
に
電
話
を
し
た
ら
「
風
邪
も

ひ
い
て
い
な
い
し
電
話
も
し
て
い

な
い
」
と
言
わ
れ
、
詐
欺
電
話
だ

と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

な
ぜ
息
子
の
名
前
を
知
ら
れ
て

い
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

他
人
事
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
大

変
驚
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。　

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　

大
福
も
ち
さ
ん　

72
歳
）

●
貴
重
な
情
報
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
須
坂
市
内
に
も
詐
欺

と
疑
わ
れ
る
電
話
が
か
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。
他
人
事
だ
と
思
わ
ず

に
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
セ
ン
タ
ー
（
☎

２
１
３
‐
７
１
８
８
）
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ほ
っ
と
す
る
話

　

先
日
、
あ
る
集
会
で
参
加
者
の

方
か
ら
心
温
ま
る
話
し
が
あ
り
、

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

「
う
ち
の
父
ち
ゃ
ん
が
こ
の
間
、

『
オ
イ
、
須
坂
市
動
物
園
で
温
泉

出
た
っ
て
い
う
か
ら
、
ち
ょ
っ
と

行
っ
て
み
ね
え
か
』
っ
て
言
っ
た

ん
で
す
」。

　

ど
う
や
ら「
カ
ピ
バ
ラ
温
泉
」の

こ
と
を「
温
泉
が
沸
き
出
た
」と
早

と
ち
り
し
た
ら
し
い
で
す
。
こ
の

世
知
辛
い
世
の
中
、
久
し
ぶ
り
に

ほ
っ
と
し
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　
　
　
　
　

（
伝
田
さ
ん　

70
歳
）

●
心
温
ま
る
早
と
ち
り
で
す
ね
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
の
方

ま
で
大
人
気
の
カ
ピ
バ
ラ
温
泉
。

４
月
22
日
㈰
ま
で
や
っ
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

信
州
須
坂
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
導
入
を
機
に
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
て
み
よ
う
か

と
思
い
ま
す
。

　

鎌
田
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
坂
は
キ

ツ
そ
う
だ
け
ど
、
記
念
大
会
に
参

加
し
て
思
い
出
に
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

（
川
嶋
さ
ん　

52
歳
）

●
今
年
は
第
30
回
の
記
念
大
会
で

あ
り
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
導
入
の

１
回
目
と
な
る
「
信
州
須
坂
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
」
。ぜ
ひ
、
完
走
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
。
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保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
相
談

　

身
体
や
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・

血
圧
や
体
脂
肪
測
定
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

☎
２
４
８
‐
９
０
２
３

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

妊
娠
・
子
育
て
な
ん
で
も
相
談

「
お
ひ
さ
ま
」

☎
２
１
３
‐
６
４
０
０

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
２
３

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

センターに遊びに

くるお友達を紹介

渡
わたなべ

部大
たいせい

誠くん

好きな食べ物
…オムライス

※印は母親クラブ共催行事

各
種
健
康
相
談

子育て支援センターだより

市外局番…（026）

ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎248-9017）

　雄大な心を持ち、心身ともに健やかに大きく羽ばたい

て欲しいという願いを込めて、名付けました。

　最近では少しずつおしゃべりも上手になり、周りが驚

く事も !! 歌やダンスが大好きで、いつも家族を楽しま

せてくれる、わが家のアイドルです。

　これからもとびきりの笑顔をみんなに見せてね。

お父さん…雄介さん／お母さん…佐代子さん

北
きたぼり

堀 雄
ゆうだい

大 くん

（２歳０か月）

◎
三
木
市
長
が
Ｆ
Ｍ
ぜ
ん
こ
う
じ
（
76
・
５
Ｆ
Ｍ
）
の
番
組
「
健
康
長
寿
発
信
都
市
須
坂
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
か
ら
」
に
出
演
し
ま
す
。　

放
送
日
時　

３
月
７
日
㈬
午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

平成30年３月号

※印は母親クラブ共催行事

児童センターで遊ぼう！

14日㈬ 15:45～ 進級・卒業おめでとうの会

26日㈪ 11:00～ バイオリンコンサート
児
童

幼
児
・
親
子

児
童

15日㈭ 16:00～ 認定会

19日㈪ 10:00～ 映画を見に行こう！ 

22日㈭ 10:00～ 春のさんぽ

26日㈪ 10：00～ おまっちゃを楽しもう！

７日㈬ 10:30～ 思い出グッズ作り・おもちゃ清掃※

10日㈯ 10:30～ いろいろな遊びと駄菓子屋さん

　　　　　　  　 （中央地域づくり推進委員会 共催）

14日㈬ 10:30～ エレクトーンコンサート～ブラ

　　　　　　　 ーヴェ～＆お別れとん汁会※

児
童

児
童

幼
児
・
親
子

幼
児
・
親
子

　馬場町 ☎245-5010/245-6588中央児童センター

北旭ヶ丘町 ☎/248-8381北部児童センター

屋部町 ☎/248-2330南部児童センター

高橋町 ☎/246-0079東部児童センター

７日㈬ 16:00～ 一緒にうたおう♪

14日㈬ 16:00～ お楽しみ会

28日㈬ 14:00～ おやつ作り（おにぎり）

７日㈬ 10:30～ ブラーヴェミニコンサート・

　　　　　　　 誕生会

14日㈬ 10:30～ お別れとん汁会・おもちゃ清掃

７日㈬ 11:00～ キレイキレイしましょ

14日㈬ 10:30～ 大きくなったね会※

５日㈪～９日㈮ 16:00～ 認定ウィーク

10日㈯ 10:30～ いろいろな遊びと駄菓子屋さん

　　　　　　　 （中央地域づくり推進委員会 共催）

20日㈫ 10:00～ ギター・マウスオルガンコンサート

23日㈮ 10:00～ すいとんづくり

★子育て相談（11：00～）
※今月は、家庭児童相談員による子育て相談、管理栄養士によ
る食育相談はありません

★集まりの日（11：00～）
　７日㈬　こねつけを作ろう…小麦粉とご
　　　　　飯を混ぜてこねつけを作りまし
　　　　　ょう。持ち物：エプロン、三角巾、
　　　　　水筒（水またはお茶）
　14日㈬　大きくなったね会※…皆で今年
　　　　　１年の子ども達の成長を喜びま
　　　　　しょう。

★ミニ講座　26日㈪（11:00～）
バイオリンコンサート
バイオリンの音色に癒やされてみませんか？

★中高生と赤ちゃんのふれあい交流
22日㈭（10:30～正午）…事前講習を受けた中高生と赤ちゃんが
交流します。詳しくは、お問い合わせください。

問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）
　　　　☎/２４５‐６５８８

★子育て支援センターの開放…月曜日～土曜日10:00～17:00

★南部・東部・北部の児童センターの開放…月曜日～土曜日10：00
～12：00（土曜日は午後も）。水曜日は「集まりの日」です。　　
詳細は各児童センターへお問い合わせください。

広報テレビ番組

「“共創”皆でつくろう元気なすざか」

� (須高ケーブルテレビ）

　「“共創”皆でつくろう元気なすざか」

の過去の放送分は、市ホームページ「す

ざか映像館」でご覧いただけます。

　また、平成25年度～平成28年度の放

送分（ＤＶＤ）は、図書館で

貸し出しています。

　３月は「もう飲んだ？信州須坂フ

ルーツエール」を放送します。ぜひ

ご覧ください。

【放送日】　▼３月12日㈪～16日㈮…

午前８時～、午前11時～、午後２時～、

午後５時～、午後８時～、午後11時～

▼３月17日㈯…午後２時～、午後５

時～、午後８時～、午後11時～▼18日㈰

…午後５時～、午後８時～、午後11時～



平成30年３月号 ・20・

須坂産の食材で恵方巻き
地産地消と行事食を学ぶ

　須坂恵方巻き教室実行委員会が仁礼小学

校で「恵方巻き教室」を開催しました。

　児童は、八町きゅうりや村山早
わ せ

生ごぼう

など、７種類の須坂産食材を使用した恵方

巻きを作り、今年の恵方「南南東」を向き丸

かじりしました。

　児童たちは「とってもおいしくできた」な

どと話していました。　　　　 〔２月２日〕

まちの出来事

地域の行事や市政など、まちの

さまざまな話題をお伝えします。

氷の壁に挑戦
峰の原高原でアイスクライミング

　普段あまり体験できないウインタースポ

ーツを楽しむイベントを峰の原高原で開催。

高さ10ｍの氷の壁を登るアイスクライミン

グは、ほとんどの参加者が初めての挑戦で、

インストラクターに指導を受けながら氷の

壁を登っていました。

　30代の女性は「氷を登る感触が気持ち良

かったです」と話していました。〔２月４日〕



平成30年３月号・21・

●まちの出来事

蔵の町並みキャンパス成果発表会

　蔵の町並みキャンパス成果発表会が須

坂駅前ビルシルキーで行われ、大学、短

期大学、高等専門学校の５学校が発表し

ました。須坂市出身の長野県短期大学 1

年生は「須坂の良さを発信していきたい」

と話していました。　　　 　〔２月３日〕

男女共同参画いきいきフォーラム

　中央公民館でいきいきフォーラムを開

催し、250人の市民が参加しました。

　内山次郎さん（フリージャーナリスト）

を講師に招き、出席者にも意見を聞いて

男女共同参画を学びました。

　参加した70歳男性は「とても勉強にな

りました」と話していました。〔２月３日〕

　立志式　

　墨坂中学校で第49回立志式が行われま

した。２学年の代表生徒は 「今の自分に満

足せず、更なる高みを求めたい」と発表し、

また、立志式に参加した保護者は「この立

志式が将来を考える良いきっかけになっ

てもらいたい」と話していました。〔２月13日〕

全国大会出場報告
相森中学校家庭科部

　全国中学生創造ものづくり教育フェア「あなた

のためのおべんとう」コンクールに出場（８年連

続）した相森中学校家庭科部が市長と教育長に報

告しました。メニューは生徒たちが考案。カロリ

ーが気になる教頭先生のために、低カロリーでボ

リュームがあるお弁当に仕上げました。

　リーダーの涌井真穂さん（写真中央）は「全国の

舞台で練習してきた成果を出せてとても良い経験

になった」と話しました。　　 　　　〔２月５日〕

　健康長寿発信都市「須坂ＪＡＰＡＮ」創生プロジ

ェクトの一環で行っている「日曜須坂の健康応援

教室」。この日の内容は「ＩＴを使ったスロージョ

ギング」です。１秒間に３歩の速さで音が出る器

具を使い、そのペースに合わせ走るというもので、

参加者は「思ったよりも運動量があり、健康に良

いと感じた」と話していました。　　〔２月19日〕

ITを使った健康増進
日曜須坂の健康応援教室
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平成30年３月号 ・22・

広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
世
帯

▼
平
成
29
年
４
月
１
日
～
30
年
３

月
31
日
に
入
籍
し
た
世
帯
▼
夫
婦

の
合
計
所
得
が
３
４
０
万
円
未
満

の
世
帯
（
貸
与
型
奨
学
金
を
返
済

し
て
い
る
場
合
は
、
年
間
返
済
額

を
所
得
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。
離

職
し
、
申
請
時
に
無
職
の
方
は
所

得
な
し
で
算
出
し
ま
す
）
▼
夫
婦

と
も
に
須
坂
市
に
住
所
が
あ
る
▼

対
象
の
住
居
が
須
坂
市
に
あ
る

※
こ
の
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

対
象
費
用　

①
新
居
の
購
入
費
②

●
結
婚
に
伴
う
住
居
費
・
引
越

　
費
を
補
助
し
ま
す
～
新
婚
生

　
活
支
援
事
業
補
助
金
～

お 

知 

ら 

せ

●
「
家
族
で
読
書
ち
ゃ
れ
ん
じ

　（
幼
児
版
）」の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

　
ド
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

平
成
29
年
度
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
さ
れ
た
家
族
に
、
賞
状
を
発

行
し
ま
す
。

提
出
期
限　

３
月
16
日
㈮

●
市
立
小
・
中
・
須
坂
支
援
学
校

　
の
卒
業
式
と
入
学
式

【
卒
業
式
】

小
学
校　

３
月
17
日
㈯
午
前

中
学
校　

３
月
15
日
㈭
午
前

須
坂
支
援
学
校　

３
月
14
日
㈬
午
前

【
入
学
式
】

小
学
校　

４
月
５
日
㈭
午
前

中
学
校　

４
月
５
日
㈭
午
後

須
坂
支
援
学
校　

４
月
６
日
㈮
午
前

問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

●
就
学
援
助
制
度
を
ご
利
用
く

　
だ
さ
い

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
お
子
さ
ん
の
い
る
世
帯
を

対
象
に
、
学
用
品
や
学
校
給
食
費

な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

小･

中
学
生
が
い
て
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

▼
生
活
保
護
が
こ
の
一
年
以
内
に

廃
止
ま
た
は
停
止
し
た
世
帯

▼
平
成
30
年
度
市
民
税
が
非
課
税

の
世
帯

▼
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
世
帯

▼
国
民
年
金
保
険
料
や
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
世
帯

▼
保
護
者
が
事
故
や
病
気
、
収
入

が
不
安
定
な
ど
の
理
由
で
所
得
が

低
く
、
生
活
が
困
難
な
世
帯
（
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

※
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
と

給
付
認
定
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
方
法　

通
学
し
て
い
る
小
・

中
学
校
ま
た
は
、
学
校
教
育
課
で

お
渡
し
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
通
学
す
る
小
・
中
学

●
平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
税

　
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　

平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
課
税
に
あ
た
り
、
市

が
課
税
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
な
ど
を
記
載
し
た
帳
簿
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
方　

固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
本
人
（
共
有
者
含
む
）

ま
た
は
本
人
の
委
任
を
受
け
た
代

理
人
（
同
居
の
家
族
や
納
税
管
理

須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月3日を除く)

３ 月３月３月情報ファイル情報ファイル情報ファイル

人
は
、
本
人
と
同
様
に
縦
覧
で
き

ま
す
）

縦
覧
期
間　

４
月
２
日
㈪
～
５
月

１
日
㈫

縦
覧
場
所　

税
務
課
資
産
税
係　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧 

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）

に
記
載
し
て
あ
る
自
己
資
産
は
、

通
年
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
縦
覧
期
間
中
は
名
寄
帳

の
閲
覧
お
よ
び
写
し
の
交
付
手
数

料
は
無
料
で
す
。

持
ち
物　

▼
は
ん
こ
▼
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）　

問
合
せ　

税
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

新
居
の
家
賃
（
敷
金
や
礼
金
、
共
益

費
な
ど
も
含
む
）
③
引
越
業
者
や

運
送
業
者
に
支
払
っ
た
引
越
費
用

※
費
用
の
対
象
期
間
は
、
平
成
29

年
４
月
１
日
～
30
年
３
月
31
日

補
助
額　

①
～
③
の
合
算
額
（
上

限
24
万
円
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

提
出
場
所　

▼
図
書
館
▼
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課

提
出
物　

３
月
10
日
㈯
ま
で
に
貯

め
た
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
全
部

提
出
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ

ー
ツ
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）
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◎
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

 

●
新
し
い
「
多
子
世
帯
応
援
プ

　
レ
ミ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を

　
郵
送
し
ま
す

●
勤
労
者
生
活
資
金
融
資
制
度

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
果
樹
園
の
管
理
の
徹
底
を

 
 

お
願
い
し
ま
す

●
春
の
お
彼
岸
で
霊
園
に
お
越

　
し
の
方
へ《
駐
車
場
案
内
》

　

路
上
駐
車
は
周
辺
住
民
の
方
の

迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

【
坂
田
霊
園
】

　

３
月
17
日
㈯
～
25
日
㈰
は
、
臨

時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

臨
時
駐
車
場
の
開
放
日
時

▼
坂
田
浄
水
場
敷
地
…
３
月
21
日

㈬
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
▼

坂
田
浄
水
場
北
側
空
き
地
…
３
月

17
日
㈯
～
25
日
㈰
終
日

※
霊
園
内
の
駐
車
場
は
障
が
い
者

の
方
な
ど
が
優
先
で
す
。

【
松
川
・
高
梨
霊
園
】

　

霊
園
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

●
平
成
30
年
度
の
在
宅
福
祉
利

　
用
券
申
請
手
続
き

　

市
で
は
、
在
宅
で
介
護
を
必
要

と
す
る
方
の
福
祉
の
向
上
と
、
そ

の
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
在
宅
福
祉
利
用
券
を

給
付
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

▼
要
介
護
認
定
者
（
要

●
不
妊
治
療
費
と
不
育
症
治
療

　
費
の
助
成
申
請
は
４
月
２
日
ま
で

【
不
妊
治
療
費
の
助
成
】

対　

象　

▼
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

▼
医
療
保
険
加
入
者
で
、
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
方

※
県
の
「
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特

定
治
療
支
援
事
業
」
に
該
当
す
る

方
は
対
象
外
で
す
。

助
成
限
度
額　

平
成
29
年
４
月
～

平
成
30
年
３
月
に
不
妊
治
療
に
か

か
っ
た
保
険
適
用
外
の
医
療
費
の

２
分
の
１
以
内
の
額
（
１
夫
婦
に

つ
き
年
間
10
万
円
・
通
算
５
年
間

ま
で
）

【
不
育
症
治
療
費
の
助
成
】

対　

象　

▼
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

▼
医
療
保
険
加
入
者
で
、
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
方

※
県
の
「
不
育
症
治
療
支
援
事
業
」

に
該
当
す
る
場
合
は
、
長
野
県
の

助
成
を
受
け
た
残
り
の
医
療
費
を

　

な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
「
多
子
世
帯
応
援
プ

レ
ミ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
」
は
、
現

在
発
行
し
て
い
る
カ
ー
ド
の
有
効

期
限
が
３
月
31
日
㈯
で
満
了
に
な

り
ま
す
。

　

新
し
い
カ
ー
ド
は
、
３
月
末
ま

で
に
、
該
当
世
帯
の
世
帯
主
あ
て

に
郵
送
し
ま
す
。

対　

象　

18
歳
未
満
の
子
ど
も（
18

歳
に
達
す
る
年
度
の
３
月
末
ま
で
）

が
３
人
以
上
い
る
世
帯 

※
３
月
中
に
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド

が
届
か
な
い
世
帯
の
方
は
、
子
ど

も
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

配
布
枚
数　

１
世
帯
２
枚
（
子
ど

　

市
で
は
、
勤
労
者
の
生
活
安
定

と
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、
必
要

と
す
る
資
金
を
長
野
県
労
働
金
庫

と
協
調
し
て
、
融
資
あ
っ
せ
ん
し

て
い
ま
す
。

融
資
上
限
額　

２
０
０
万
円

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、長
野
県
労
働

金
庫
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ
」「
ス
モ
モ
ヒ

メ
シ
ン
ク
イ
」
な
ど
に
よ
る
病
害

虫
被
害
が
、
リ
ン
ゴ
、
プ
ル
ー
ン

な
ど
の
果
樹
園
で
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
被
害
防
止
の
た
め
、
農

薬
散
布
や
被
害
果
の
適
切
な
処
理

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
管

理
を
し
な
い
「
放
任
園
」は
、
病
害

虫
被
害
を
助
長
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
地
を
紹
介
す
る
「
農

地
バ
ン
ク
」
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

技
術
指
導
…
▼
Ｊ
Ａ
な

が
の
須
高
営
農
セ
ン
タ
ー
（
☎
２

４
５
‐
０
１
５
３
）
▼
長
野
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
３
４
‐

９
５
３
６
）
農
地
バ
ン
ク
…
市
農

林
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

対
象
に
し
ま
す
。

助
成
限
度
額　

平
成
29
年
４
月
か

ら
の
不
育
症
治
療
費
の
自
己
負
担

額
の
２
分
の
１
以
内
の
額
（
５
万

円
・
通
算
５
回
ま
で
）

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
共
通
事
項

申
請
期
限　

４
月
２
日
㈪
（
不
育

症
治
療
は
、
治
療
が
終
了
し
た
年

度
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

※
申
請
予
定
の
方
は
３
月
16
日
㈮

ま
で
に
、
一
度
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

介
護
３
以
上
の
方
※
要
介
護
２
の

認
定
を
受
け
た
方
が
対
象
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
）
▼
重
度
心
身

障
害
児
（
者
）

利
用
券
の
種
類　

▼
お
む
つ
購
入

利
用
券
▼
理
容
・
美
容
利
用
券
▼

タ
ク
シ
ー
乗
車
利
用
券
▼
寝
具
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
利
用
券

※
寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
利
用
券
は

要
介
護
認
定
者
の
み

申
請
・
給
付
方
法　

▼
地
区
の
民

生
児
童
委
員
さ
ん
に
申
請
書
の
取

り
ま
と
め
と
利
用
券
の
配
布
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
（
一
部
、
郵
送

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）
▼
年
度

途
中
か
ら
対
象
と
な
る
方
は
、
随

時
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

申
請
・
問
合
せ　

▼
要
介
護
認
定

者
に
関
す
る
こ
と
…
高
齢
者
福
祉

課（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）▼
重
度

心
身
障
害
児
（
者
）
に
関
す
る
こ
と

…
福
祉
課（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

対　

象　

市
内
に
一
年
以
上
居
住

し
、
組
織
事
業
所
に
働
く
勤
労
者

お
よ
び
市
勤
労
者
互
助
会
会
員
・

須
高
地
区
暮
ら
し
サ
ポ
ー
タ
ー
会

員
で
、
市
税
に
帯
納
が
な
い
方

※
こ
の
融
資
を
受
け
る
と
、年
１
％

の
利
子
補
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

県
内
市
町
村
で
唯
一
、
須
坂
市
だ

け
の
制
度
で
す
。

問
合
せ　

▼
産
業
連
携
開
発
課（
☎

２
４
８
‐
９
０
３
３
）
▼
ろ
う
き
ん

須
坂
支
店（
☎
２
４
５
‐
１
４
９
１
）

校
ま
た
は
学
校
教
育
課
（
東
庁
舎

１
階
）
へ
提
出

※
新
規
の
方
は
、
申
請
時
に
個
人

番
号
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
学
校

教
育
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

３
月
19
日
㈪
～
４
月

13
日
㈮

申
請
・
問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

も
の
人
数
に
関
わ
り
な
く
一
律
）

問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）



　

須
坂
市
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
は
、
農
家
の
繁
忙
期
に
農
作

業
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

作
業
内
容　

▼
リ
ン
ゴ
…
摘
果
、

葉
摘
み
、収
穫
な
ど
▼
ブ
ド
ウ
…
房

切
り
、
摘
粒
な
ど
▼
そ
の
他
の
果

樹
、
野
菜
の
栽
培
に
関
す
る
作
業

※
リ
ン
ゴ
と
ブ
ド
ウ
の
作
業
は
、

初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
習
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

報
酬
単
価　

県
最
低
賃
金
（
時
給

７
９
５
円
）
以
上

※
求
人
者
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
両
者

で
決
定

【
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
】

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
農
林
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
16
日
㈮
午
後
２
時

～
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
３
０
５
会
議
室

（
本
庁
舎
３
階
）

申
込
・
問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

平成30年３月号 ・24・

市外局番…（026）

広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

対　

象　

地
域
の
環
境
美
化
に
関

心
が
あ
る
方

募
集
人
数　

30
人
程
度

主
な
活
動
内
容　

「
須
坂
市
を
清

潔
で
美
し
く
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
、
ご
み
の
不
法
投
棄
（
ポ
イ
捨

●
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

●
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
募
集

●
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

　
員（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）募
集

●
信
州
す
ざ
か
農
業
小
学
校

　
豊
丘
校
入
校
児
童
募
集

　

豊
丘
地
区
の
自
然
の
中
で
、
親

子
で
一
緒
に
農
作
業
や
伝
統
文
化

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
同

士
や
家
族
、
地
域
の
方
と
ふ
れ
あ

う
中
で
感
謝
の
心
や
協
力
す
る
心

な
ど
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
林
政
支
援
活
動
を
し
て
い

た
だ
く
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

募
　
　
　

集

●
地
域
集
い
場
創
造
事
業
補
助

　
金
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　

地
域
の
公
会
堂
や
集
会
所
、
空

き
家
な
ど
を
「
集
い
場
」と
し
て
、

一
週
間
に
３
日
以
上
開
所
し
、
介

護
予
防
や
介
護
者
の
支
援
事
業
、

高
齢
者
な
ど
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場

所
を
開
設
す
る
団
体
な
ど
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
経
費
（
初
年
度
に
係
る
経
費

の
み
）　

▼
土
地
お
よ
び
建
物
な

ど
の
賃
借
料
▼
施
設
使
用
料
▼
建

物
な
ど
の
改
修
費
▼
備
品
購
入
費

▼
消
耗
品
費

補
助
額　

対
象
経
費
の
合
計
額
に

３
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
（
上

限
30
万
円
）

交
付
対
象
者　

▼
５
人
以
上
で
構

成
す
る
団
体
な
ど
▼
営
利
を
目
的

と
し
な
い
団
体
な
ど
▼
団
体
な
ど

の
代
表
者
は
市
内
に
住
所
を
有
し
、

引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方
▼
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
▼
宗
教
的
ま
た
は
政
治
的
な
目

的
を
有
し
な
い
団
体
▼
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
ま
た
は
暴
力
団
も
し
く
は
暴
力

団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
し
な
い

者問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

活
動
期
間　

４
月
～
平
成
31
年
１

月
（
17
回
程
度
）

※
原
則
土･

日
曜
日
、祝
日
の
半
日

と
こ
ろ　

そ
の
さ
と
ホ
ー
ル
（
豊

丘
上
町
）
と
そ
の
周
辺
の
農
地

活
動
内
容　

▼
野
菜
の
植
え
付
け
・

収
穫
▼
田
植
え
・
稲
刈
り
・
脱
穀

▼
そ
ば
打
ち
▼
も
ち
つ
き　

な
ど

参
加
費　

４
千
円
（
市
内
在
住
の

子
ど
も
一
人
あ
た
り
）

※
材
料
費
・
保
険
料
含
む

対　

象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

※
毎
回
、
親
子
（
家
族
）で
一
緒
に

作
業
が
で
き
る
方

定　

員　

親
子
40
組

※
未
経
験
者
優
先
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
。

申
込
方
法　

子
ど
も
課
（
窓
口
10

番
・
東
庁
舎
１
階
）
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限　

４
月
６
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

職
務
内
容　

▼
森
林
整
備
計
画
作

成
業
務
▼
伐
採
・
造
林
の
指
導
・

助
言
な
ど
、
林
務
行
政
全
般

募
集
人
員　

１
人

必
要
な
経
験
な
ど　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
林
務
行
政
経
験
者

で
、
林
業
の
振
興
に
熱
意
を
持
ち
、

行
動
力
の
あ
る
方
▼
森
林
総
合
監

理
士
登
録
者
ま
た
は
林
業
普
及
指

導
員
資
格
試
験
合
格
者
▼
技
術
士

（
森
林
部
門
）
▼
林
業
技
士
▼
認
定

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

試
験
方
法　

▼
書
類
審
査
▼
面
接

試
験

※
試
験
日
は
申
込
者
に
後
日
通
知

し
ま
す
。

申
込
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
農
林
課
（
本

庁
舎
２
階
）
に
持
参
ま
た
は
郵
送

で
提
出

受
付
期
間　

３
月
１
日
㈭
～
15
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４)

　

〒
３
８
２
‐
８
５
１
１　

須
坂
市

大
字
須
坂
１
５
２
８
‐
１



３

月
の

各

種

無

料

相

談

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　子ども課

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　28日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター（市役所
　　　　本庁舎２階）　

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　８日㈭、22日㈭　13:00～16:00
ところ　すざか女性未来館　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈭　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　14日㈬　13:30～※時間厳守
ところ　シルバー人材センター

■年金相談　長野北年金事務所☎244-4100㈹
と　き　月曜日～金曜日、第２土曜日
※時間や場所など詳細はお問い合わせください。

■行政相談☎248-9002
と　き　４月５日㈭　14:00～16:00
ところ　市役所相談室（本庁舎２階）
問合せ　市民課（要予約）

■休日就業相談（要予約）☎246-3501
と　き　３日㈯、４月７日㈯
　　　　13:00～17:00
ところ　ゆめわーく須坂
　　　　（須坂駅前ビルシルキー２階）

■司法書士法律相談☎245-0031
と　き　22日㈭　13:00～15:00
ところ　須坂商工会議所

■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　20日㈫　10:00～12:00
ところ　人権交流センター
問合せ　人権同和政策課

■日本政策金融公庫特別相談会
　相談希望がありましたらお問い合わせ
　ください。
ところ　須坂商工会議所
問合せ　須坂商工会議所（☎245-0031）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　学校教育課

■結婚相談☎214-2994
と　き　18日㈰、４月１日㈰
　　　　9:00～12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

平成30年３月号・25・

市外局番…（026）

その他 ０ ０ １

★災害情報

火　　災

傷　者

救急出動

その他 47 47 72

救    助
交通事故

交通事故
急　病 162 162 142

11 11 ９

１ １ １

１ １ ２

220 220 223

死　者 ０ ０ ０
０ ０ ２

２ ２ ２

1月 昨年
同期

平成30年
１月

★交通事故

１月 昨年
同期

平成30年
累計

19 19 14傷者

件数

死者 ０ ０  ０

18 18 12

◎火災・救急・救助は

　局番なしの１１９

◎火災などの問合せは

　消防情報ダイヤル

　☎２４５-１１１９

ストップ

　

マ
マ
た
ち
の
手
に
よ
る
、
親
子

で
楽
し
み
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
内
で

行
う
マ
マ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
各

ブ
ー
ス
の
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
２
日
㈯
午
前
10
時

●
ス
マ
イ
ル
・
マ
マ
・
フ
ェ
ス
タ

　
in
須
坂 

出
展
者
募
集

受
付
期
間　

３
月
１
日
㈭
～
５
月

１
日
㈫

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者

世
帯
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
週
２

回
、
皆
さ
ん
で
お
話
を
し
た
り
、

も
の
づ
く
り
や
体
操
、
お
出
か
け

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
活

動
を
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
す
る
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

毛
糸
の
編
み
物
を
自
治
体
や
施

設
な
ど
に
寄
附
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
不
要
に
な
っ
た
毛
糸
が
あ
り

●
自
衛
官
募
集

●
須
坂
市
一
般
介
護
予
防
事
業

　「
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
広
場
」

　
会
員
募
集

●
不
要
な
毛
糸
を
募
集

て
）
を
市
へ
報
告
す
る

※
巡
回
時
は
、
市
発
行
の
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

活
動
場
所　

自
宅
周
辺
の
道
路
や
公

園
な
ど
、自
分
で
巡
回
で
き
る
場
所

期　

間　

４
月
１
日
㈰
～
平
成
31

年
３
月
31
日
㈰

申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
▼
氏
名
▼
住
所
▼
電
話

番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

申
込
期
限　

３
月
12
日
㈪

申
込
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９

２
５
１

‐
２
４
５
９
）

Ｅ
メ
ー
ル　

s-seikatsukankyo

@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p

～
午
後
３
時　

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
実
行
委

員
会
ブ
ロ
グ
（
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
接
続
で
き
ま

す
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

男
女
共
同
参
画

課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
３
４
）

【
幹
部
候
補
生
】

受
験
資
格　

▼
大
卒
（
見
込
み
含

む
）
で
22
～
25
歳
の
方
▼
大
学
院

卒
の
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み

含
む
）
で
20
歳
～
27
歳
の
方

【
一
般
曹
候
補
生
】

受
験
資
格　

18
歳
～
26
歳
の
方

申
込
・
問
合
せ　

自
衛
隊
長
野
地

方
協
力
本
部
長
野
地
域
事
務
所

（
☎
２
３
５
‐
６
０
２
６
）

と　

き　

毎
週
火
・
水
曜
日
午
前

９
時
～
正
午

と
こ
ろ　

旭
ケ
丘
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
（
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

内　

容　

▼
健
康
チ
ェ
ッ
ク
▼
健

康
相
談
▼
介
護
予
防
体
操
▼
脳
ト

レ
▼
歌
▼
世
代
間
交
流
▼
趣
味
活

動　

な
ど

対　

象　

65
歳
以
上
の
方

利
用
料　

１
回
２
０
０
円
（
そ
の

他
実
費
あ
り
）

募
集
人
数　

若
干
人

申
込
・
問
合
せ　

旭
ケ
丘
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ（
☎
２
４
６
‐
３
７
８
３
）

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

信
越
花
倶
楽
部
事
務
局

（
伊
藤
）（
☎
２
４
５
‐
１
９
５
１
）

●
す
ざ
か
こ
ど
も
食
堂

と　

き　

３
月
10
日
㈯
午
前
11
時

30
分
～

と
こ
ろ　

豊
丘
地
域
公
民
館

参
加
費　

▼
子
ど
も
（
高
校
生
ま

で
）
…
無
料
▼
大
人
…
２
０
０
円

※
メ
ニ
ュ
ー
は
鳥
し
め
じ
ご
は
ん

と
野
菜
た
っ
ぷ
り
お
み
そ
汁
で
す
。

食
材
を
提
供
い
た
だ
け
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

す
ざ
か
こ
ど
も
食
堂
実

行
委
員
会
（
斎
藤
）

（
☎
０
９
０
‐
４
４
６
０
‐
２
９
１
９
）

行

事
・

催

し



市外局番…（026）

平成30年３月号 ・26・

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広
告
欄

●
ガ
ー
デ
ン
づ
く
り
講
習
会

　「
ガ
ー
デ
ン
ソ
イ
ル
流
・
須
坂

　 

の
里
庭
」

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
知
識
や
空
間

デ
ザ
イ
ン
を
い
か
し
た
庭
造
り
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
。　

と　

き　

４
月
～
11
月
（
８
月
は

休
み
）
の
第
１
火
曜
日
午
前
10
時

～
11
時
30
分

※
日
程
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

ガ
ー
デ
ン
ソ
イ
ル
（
野

辺
町
）

講　

師　

▼
片
岡
邦
子
さ
ん
▼
田

口
勇
さ
ん
（
ガ
ー
デ
ン
プ
ラ
ン
ナ

ー
）

と　

き　

３
月
11
日
㈰
午
後
２
時

～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

本
郷
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

演　

題　

差
別
は
見
の
が
さ
な
い

許
さ
な
い
学
び
に

講　

師　

浅
沼
彌
吉
さ
ん
（
元
人

権
同
和
教
育
課
指
導
員
）

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

人
権
同
和
教
育
課

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

●
人
権
問
題
学
習
会

講

座
・

教

室

●
う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室

　

う
つ
病
の
方
の
家
族
な
ら
で
は

の
悩
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
病

気
や
本
人
と
の
関
わ
り
な
ど
、
家

族
同
士
で
話
を
し
な
が
ら
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

３
月
８
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

参
加
費　

無
料

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

※
参
加
を
希
望
す
る
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳

細
を
お
伝
え
し
ま
す
。
個
別
で
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

●
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

　
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
情
報

　

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の
２
０

１
８
年
シ
ー
ズ
ン
が
開
幕
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

と
こ
ろ　

長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム（
長

野
市
）

【
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
】

第
３
節　

Ｆ
Ｃ
東
京
Ｕ
‐
23
戦

と　

き　

３
月
21
日
㈬
午
後
２
時

キ
ッ
ク
オ
フ

●
古
城
荘 

落
語
会

●
信
州
須
坂
フ
ル
ー
ツ
エ
ー
ル

　
商
談
会

　

お
風
呂
と
笑
い
で
ゆ
っ
た
り
と

し
た
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

と　

き　

３
月
22
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～

と
こ
ろ　

須
坂
温
泉
古
城
壮

出　

演　

桂
米
福
さ
ん

料　

金　

無
料
（
入
館
料
５
０
０

円
は
必
要
・
回
数
券
の
利
用
可
能
）

※
落
語
会
特
製
弁
当
（
１
２
０
０

円
）
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

須
坂
温
泉
古
城
荘

（
☎
２
４
５
‐
１
４
６
０
）

　

須
坂
生
ま
れ
の
「
信
州
須
坂
フ

ル
ー
ツ
エ
ー
ル
」（
発
泡
酒
）
の
瓶

詰
商
品
の
販
売
に
向
け
、
飲
食
店

や
温
泉
・
宿
泊
施
設
の
方
な
ど
（
一

般
の
方
も
参
加
可
）
を
対
象
に
商

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

試
飲
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ー

　
プ
ン
デ
ー
タ
デ
イ 

２
０
１
８

　
in 
須
坂

　

世
界
同
日
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
今
年
の
須
坂
会
場
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

と　

き　

３
月
３
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

臥
竜
山
公
会
堂

参
加
費　

無
料
（
途
中
入
退
室
可
）

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
優
秀
者
に
は

表
彰
も
あ
り
ま
す
。

対　

象　

ど
な
た
で
も
（
申
し
込

み
不
要
）

問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

【
レ
デ
ィ
ー
ス
】

第
２
節　

日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ
戦

と　

き　

３
月
25
日
㈰
午
後
１
時

キ
ッ
ク
オ
フ

問
合
せ　

パ
ル
セ
イ
ロ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

(

☎
０
８
０
‐
１
２
６
９
‐
６
４
６
４)

と　

き　

３
月
12
日
㈪
午
後
２
時

～
４
時（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
（
須

坂
駅
前
ビ
ル
シ
ル
キ
ー
３
階
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱

（

２
４
６
‐
１
６
８
３
／
Ｅ
メ
ー
ル

i
n
f
o
@
s
t
v
n
e
t
o
.
c
o
.
j
p

）

主　

催　

信
州
須
坂
フ
ル
ー
ツ
発

泡
酒
協
議
会（
産
業
連
携
開
発
課
内
）

問
合
せ　

（
一
財
）
長
野
経
済
研
究

所
（
玉
木
・
折
井
）

（
☎
２
２
４
‐
０
５
０
４
）



　長野県広報協会が主催する「平成29

年県市町村広報コンクール」で、『広

報須坂』平成29年９月号の表紙写真

（下の写真）が「一枚写真部門」で最優

秀賞を受賞しました。

　また、「広報映像部門」では市の広報

番組「共創 皆でつくろう元気な須坂

人にも動物にも優しいまちづくり～

犬と共に生きる～」（須高ケーブル

テレビ制作）が最優秀

賞を受賞しました。

　これからも皆さん

にわかりやすく有益

な広報となるよう、

努力していきます。

問合せ　政策推進課

（☎248‐9017）

平成30年３月号・27・

市外局番…（026）

◎
平
成
29
年
度
須
坂
市
小
・
中
学
生
人
権
教
育
啓
発
標
語
応
募
作
品 

…
… 

困
っ
た
ら 

い
つ
も
話
す
ね 

聞
い
て
よ
ね　

豊
洲
小
５
年 

伊
藤
雪
菜
さ
ん

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
幼
児
用
自
転
車
（
12
イ
ン
チ
）
▼

マ
ッ
ト
レ
ス

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
豆
炭
こ
た
つ
▼
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

▼
マ
タ
ニ
テ
ィ
ウ
ェ
ア
▼
ベ
ビ
ー

服
▼
童
謡
唱
歌
Ｄ
Ｖ
Ｄ

【《
差
し
上
げ
ま
す
》 

の
申
込
期
限

と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

３
月
６
日
㈫

交
渉
順
位
抽
選　

３
月
８
日
㈭
午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

善

意
の

窓

口

《
寄
附
》�

▼
児
童
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め

（
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
４
４
０
枚
・

登
校
班
長
旗
80
本
）
…
須
高
交
通

安
全
協
会
様

掲
載
さ
れ
て
い
る
物
品
は
、
情
報

提
供
者
の
事
情
に
よ
り
取
り
消
し

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

募集期間　３月１日㈭～９日㈮　抽選日時　３月14日㈬午前９時

●入居者募集

募集団地 間取り

○豊　丘　　６戸　３ＤＫＢ

○境　沢　　３戸　３ＫＢ

○屋　部　　２戸　３ＤＫＢ

○屋　部　　１戸　３ＤＫＹ

○屋　部　　１戸　２ＤＫＹ

【市営住宅】 【特定公共賃貸住宅】
募集団地 間取り

○末広６０３号　　３ＬＤＫＹ

　家　賃　　75,000円

　敷　金　　家賃の３カ月分

　要　件　　同居親族・所得など

※Ｙ…浴槽あり　Ｂ…浴槽なし

問 合 せ　まちづくり課（☎２４８‐９００７)

●
お
達
者
元
気
塾
〈
全
12
回
〉

　

温
泉
施
設
を
利
用
し
て
、
心
と

身
体
の
元
気
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。
参
加
者
に
は
無
料
入
浴
な
ど

の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

と　

き　

４
月
13
日
㈮
～
９
月
の

原
則
第
２
・
４
金
曜
日
午
後
１
時

30
分
～
３
時
（
１
回
目
の
み
午
後

１
時
15
分
～
３
時
）

と
こ
ろ　

須
坂
温
泉
古
城
荘

内　

容　

▼
温
泉
入
浴
健
康
法
な

●
さ
わ
や
か
貯
筋
教
室

　

健
康
で
若
々
し
い
生
活
を
送
る

た
め
に
、
み
ん
な
で
楽
し
く
身
体

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

４
月
～
９
月

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

【
シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
】　

原
則
第
２
・
４
火
曜
日

【
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
】

原
則
第
２
・
４
木
曜
日

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
く
つ
ろ
ぎ
荘
】

原
則
第
２
・
４
月
曜
日

各
会
場
共
通
事
項

内　

容　

▼
健
康
運
動
指
導
士
の

指
導
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
▼
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
▼
バ
ラ
ン
ス
ト
レ

ー
ニ
ン
グ　

な
ど

参
加
費　

１
回
１
５
０
円

対　

象　

市
内
に
住
民
票
を
有
す

る
65
歳
以
上
の
方
（
平
成
29
年
10

月
～
平
成
30
年
３
月
に
参
加
し
た

方
を
除
く
）

定　

員　

各
会
場
30
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口
（
本
庁
舎
２
階
）な
ど
に

あ
る
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

申
込
期
間　

３
月
７
日
㈬
～
23
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６


２
４
８
‐
１
１
１
９
）

●
高
齢
者
健
康
教
室 

公
開
講
座

ど
の
健
康
講
話
▼
腰
痛
・
膝
痛
予

防
体
操
▼
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
ト
レ

体
操
▼
音
楽
療
法
▼
脳
ト
レ
な
ど

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

対　

象　

市
内
在
住
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
加
入
者

※
こ
れ
ま
で
に「
お
達
者
ク
ラ
ブ
」・

「
お
達
者
元
気
塾
」・「
お
達
者
名
人

塾
」
に
参
加
さ
れ
た
方
は
対
象
外

で
す
。
再
参
加
者
を
対
象
と
す
る

「
お
達
者
名
人
塾
」は
、『
広
報
須
坂
』

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定　

員　

30
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口（
本
庁
舎
２
階
）ま
た
は
、

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

３
月
５
日
㈪
～
20
日
㈫

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

　

自
宅
で
も
行
え
る
転
倒
予
防
の

体
操
や
認
知
症
予
防
に
関
す
る
コ

ツ
を
学
び
、
み
ん
な
で
楽
し
く
脳

も
体
も
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

３
月
13
日
㈫
午
前
11
時

～
11
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

内　

容　

体
操
・
脳
ト
レ　

な
ど

参
加
費　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方

持
ち
物　

▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル
▼

動
き
や
す
い
服
装

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

『広報須坂』が最優秀賞を受賞しました
参
加
費　

１
回
８
０
０
円

対　

象　

年
間
を
通
し
て
参
加
で

き
る
方

定　

員　

10
人
程
度
（
申
込
順
）

申
込
開
始　

３
月
１
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）
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広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

次
の
一
歩
は
自
立
へ
の
第
一
歩
。
木
陰
か
ら
見
守
る
こ
と
も
家
族
の
役
割
で
す

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

四種混合１期初回 生後３か月～90か月（７歳半）の前日まで

※生年月日によって対象年齢が異なります。詳しくは「健康カレンダー」をご
確認ください。

生後２か月～60か月（５歳）の前日まで

生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５か月～８か月の前日）

平成29年12月生

平成29年10月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
平成29年３月生

対象者

生後12か月～24か月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘（水ぼうそう）

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

生後12か月～36か月（３歳）の前日まで

※持ち物は、「健康カレンダー」をご覧いただくか健康づくり課母子支援係へ
お問い合せください。

13：00～13：15
14：15～14：30

平成29年６月１日～６月15日生
平成29年６月16日～６月30日生

か み か み
離乳食講座

６
（火）

【乳幼児健康診査・相談・講座】　（会場：保健センター、持ち物：母子健康手帳）

３ か 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

13：00～13：20
13：20～13：40

平成29年12月１日～12月15日生
平成29年12月16日～12月31日生

９
（金）

13：00～13：30
13：30～14：00

平成29年11月１日～11月15日生
平成29年11月16日～11月30日生

4/6
（金）

３　歳　児
健 康 診 査

13：00～13：30
13：30～14：00

平成27年２月21日～３月６日生
平成27年３月７日～３月25日生

26
(月）

平成27年３月生

平成21年３月生

平成19年３月生

生後６か月～90か月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

９歳～13歳の前日まで※
(標準的な接種期間は９歳～10歳の前日）

11歳～13歳の前日まで
(標準的な接種期間は11歳～12歳の前日）

Ｂ型肝炎
生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２か月～９か月の前日）平成30年１月生

も ぐ も ぐ
離乳食講座

20
（火）

13：00～13：15
14：15～14：30

平成29年９月１日～９月15日生
平成29年９月16日～９月30日生

１　歳　児
健 康 相 談

16

（金）
13：00～13：30
13：30～14：00

平成29年２月16日～２月28日生
平成29年３月１日～３月15日生

4/17

（火）
13：00～13：20
13：20～13：40

平成29年３月16日～３月31日生
平成29年４月１日～４月17日生

23

（金）
13：00～13：30
13：30～14：00

平成28年８月20日～９月３日生
平成28年９月４日～９月23日生

1歳6か月児
健 康 診 査

休日緊急診療室（小児科・内科）

と　き　日曜・祝日・年末年始

 9:00～12:00、13:00～17:00

ところ　県立信州医療センター

問合せ　☎245‐1650

※休日緊急診療室は、須高医師
会、須坂病院、須高行政事務組
合が共同で運営しています。

13

（火）

4/12

（木）

13：00～13：30
13：30～14：00

13：00～13：20
13：20～13：40

 平成28年２月16日～２月29日生
 平成28年３月１日～３月13日生

平成28年３月14日～３月24日生
平成28年３月25日～４月12日生

２　歳　児
健 康 相 談

３月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

税金などの納期限

◆納期限内の納付をお願いします。

◆便利な口座振替をご利用ください。

◆市税は、インターネットを通じて

クレジットカードで納付できます。

お問い合わせは税務課（☎248‐9001）へ。

納期限･口座振替日

４月２日㈪

４日㈰　　モリキ須坂墨坂

11日㈰　　クスリのアオキ旭ケ丘

18日㈰　　オリジン・モリキ小

　　　　　布施

21日㈷　　まつの木

25日㈰　　アキヤマ

4月1日㈰　アイリス

※芝宮前中島ファミリー薬局は

18日（第３日曜日）を除き、すべ

て営業します。

国民健康保険税（普通徴収）…９期

後期高齢者医療保険料（普通徴収）…９期

介護保険料（普通徴収）…12期

日曜・祝日の当番薬局
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「
春
よ
こ
い　

早
く

こ
い
」
例
年
に
な
い
寒

さ
が
続
き
、
体
調
も
考

慮
す
る
と
、
つ
い
春
が

恋
し
く
な
る
。
春
夏
秋

冬
を
味
わ
い
、
体
験
で
き
る
こ
と

は
、
日
本
に
生
ま
れ
た
幸
せ
と
思

っ
て
い
る
。
四
季
お
り
お
り
の
風

景
や
も
た
ら
す
恩
恵
は
多
大
な
も

の
が
あ
る
▼
寒
い
と
こ
ろ
へ
出
て

い
く
こ
と
が
好
き
で
な
い
私
に
と

っ
て
、
冬
の
恵
み
は
何
と
言
っ
て

も
野
菜
、
果
実
、
魚
介
類
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
寒
さ
か
ら
身
を
守
る
た

め
脂
肪
や
甘
味
を
蓄
え
非
常
に
お

い
し
く
な
る
。
外
が
寒
い
か
ら
こ

そ
温
か
い
も
の
が
よ
り
美
味
し
く

感
じ
る
の
が
冬
で
あ
る
。
こ
た
つ

に
入
っ
て
み
か
ん
を
食
べ
、
猫
が

丸
く
な
っ
て
い
れ
ば
心
温
ま
る
日

本
の
風
景
。
だ
か
ら
冬
も
良
い
▼

立
春
か
ら
ひ
と
月
が
経
と
う
と
し

て
お
り
、
春
の
気
配
は
日
一
日
と

濃
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
木
の
芽

は
吹
き
、
葉
は
目
に
見
え
て
青
み

を
増
し
、
木
々
の
香
り
が
漂
い
、

小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
気
持
ち
よ
く

聞
こ
え
て
く
る
。
人
々
の
服
装
に

も
春
め
い
た
色
彩
が
目
立
ち
始
め
、

季
節
は
待
ち
に
ま
っ
た
春
。
こ
の

後
も
、
春
は
確
実
に
前
進
し
て
い

く
だ
ろ
う
。
何
と
な
く
冬
が
背
中

か
ら
声
を
か
け
て
も
春
の
心
地
に

心
は
弾
ん
で
、
も
う
じ
き
桜
が
咲

く
。
楽
し
み
で
あ
る
。

　

お
楽
し
み
会
の
最
初
は
「
今
年

の
目
標
の
一
文
字
を
描
こ
う
！

」

で
す
。
１
年
の
目
標
を
設
定
し
、

そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
欲
し
い

と
の
思
い
で
豊
丘
地
域
公
民
館
が

企
画
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
目
標
や
頑
張
り
た
い
こ

と
を
表
す
一
文
字
を
Ｂ
４
サ
イ
ズ

の
紙
に
絵
の
具
や
マ
ジ
ッ
ク
、
切

っ
た
色
紙
を
貼
り
付
け
る
な
ど
を

し
て
自
由
に
描
き
ま
す
。
豊
丘
地

域
公
民
館
長
が
「
今
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
問

い
か
け
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は

な
か
な
か
目
標
が
見
つ
か
ら
な
い

様
子
。
し
ば
ら
く
す
る
と
「
サ
ッ

カ
ー
を
頑
張
り
た
い
か
ら
『
サ
』

に
す
る
」
、「
友
達
を
大
切
に
し
た

い
か
ら
『
友
』
の
字
を
書
き
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
に
決
め
ま
し
た
。

　

描
き
始
め
る
と
楽
し
く
な
っ
て

き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
友
達
同
士

で
見
せ
合
い
な
が
ら
「
た
く
さ

ん
色
を
使
っ
て
派
手
に
し
た
い
」
、

「
も
っ
と
お
花
を
入
れ
て
可
愛
く

　

１
月
５
日
㈮
、
豊
丘
地
域
公
民
館
で
豊
丘
小
学
校
の
児
童
を
対
象

に
開
催
さ
れ
た
講
座
に
13
人
が
集
ま
り
、
今
年
の
目
標
を
立
て
る
と

と
も
に
映
画
鑑
賞
や
お
ぞ
う
に
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
の
目
標
の
一
文
字
を
描
こ
う
！

豊
丘
地
域
公
民
館
　
こ
ど
も
冬
の
お
楽
し
み
会

頑
張
り
た
い
こ
と
は
何
か
な
？

映
画
鑑
賞
＆
お
ぞ
う
に
会

館
長
か
ら
一
言

▲身を乗り出し、餅が焼けるのを待ちます

▲「ここの色がいいね」友達と話し
合います

▲各自、目標の一文字を描き上げました

　

そ
の
後
、
映
画
鑑
賞
で
は
「
鉄

腕
ア
ト
ム
」
を
上
映
し
、
最
近
話

題
と
な
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
ロ
ボ
ッ
ト
の
先
駆
け
と
も
い

え
る
作
品
だ
け
あ
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
は
興
味
津
々
で
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

最
後
は
お
ぞ
う
に
会
で
す
。
各

自
で
持
ち
寄
っ
た
餅
を
焼
い
て
い

る
間
に
、
一
人
ひ
と
り
最
初
に
描

い
た
「
一
文
字
」
を
見
せ
な
が
ら

そ
の
字
を
選
ん
だ
理
由
や
工
夫
し

た
と
こ
ろ
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
の
み
な
さ
ん
は
、

自
分
だ
け
の
表
現
で
明
る
く
自
由

に
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

自
分
で
決
め
た
一
文
字
を
目
標
に

し
て
一
年
間
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
楽
し

そ
う
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
目
標
が
決
ま

り
、
１
年
間
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
、

「
文
字
を
自
由
に
表
現
で
き
て
楽

し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

し
た
い
」
と
文
字
を
描
く
だ
け
で

な
く
、
思
い
思
い
に
紙
い
っ
ぱ
い

に
表
現
し
て
い
ま
し
た
。
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１
月
20
日
㈯
、
須
坂

市
民
学
園
公
開
講
演
会

に
約
１
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
映
画
監
督
の

宮
尾
哲
雄
さ
ん
（
高
畑

町
）
を
迎
え
て
「
戦
争

体
験
を
伝
え
る 

映
画

製
作
の
裏
表
」
と
題
し

映
画
「
原
田
要　

平
和

へ
の
祈
り　

元
ゼ
ロ
戦

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
１
０
０

年
」
の
製
作
過
程
に
つ

い
て
聞
き
ま
し
た
（
以

下
、
要
旨
）
。

　

映
画
製
作
の
き
っ
か
け
は
、
平

成
26
年
に
開
催
さ
れ
た
原
田
さ
ん

の
講
演
を
聴
い
た
こ
と
で
し
た
。

当
時
98
歳
な
が
ら
、
二
時
間
も
の

あ
い
だ
立
っ
た
ま
ま
講
演
を
す
る

姿
と
気
迫
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

誠
実
で
温
和
な
性
格
に
魅
了
さ
れ

「
原
田
さ
ん
の
体
験
を
記
録
し
よ

う
」
と
、
自
宅
に
通
い
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
こ
の
事
実
を
映
像

に
し
よ
う
と
の
思
い
か
ら
映
画
製

作
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
、

製
作
を
す
る
な
か
で
原
田
さ
ん
に

教
え
て
い
た
だ
い
た
『
み
ん
な
平

等
に
尊
い
』
、『
み
ん
な
同
じ
よ
う

に
生
き
る
権
利
と
価
値
が
あ
る
』

　

映
画
の
反
響
を
聞
い
て
、
戦
争

へ
の
不
安
や
関
心
の
高
ま
り
を
感

じ
、
改
め
て
報
道
の
役
割
や
使
命

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

報
道
は
真
実
を
伝
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
社
会
は

様
々
な
情
報
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ
ー
（
情
報
を
う
の
み
に
せ
ず

自
ら
判
断
す
る
視
点
）
」
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
戦
争
体
験
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
。

ぜ
ひ
映
画
を
見
て
み
た
い
。

・
原
田
さ
ん
の
祈
り
が
伝
わ
っ
て

き
た
。
自
分
の
出
来
る
こ
と
を

考
え
た
い
。

製
作
の
き
っ
か
け

真
実
を
伝
え
る

参
加
者
の
感
想

▲原田さんとのエピソー
ドを話す宮尾さん

▲館外学習会での１枚

▲学園祭では各クラブや学級ごとの発表
があります（太極拳クラブ）

▲仲間といっしょに楽しい学園生
活をおくりませんか？

須
坂
市
民
学
園
　
平
成
30
年
度

新
入
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
映
画

が
、
過
去
の
戦
争
の
歴
史
か
ら
「
戦

争
と
平
和
」
に
つ
い
て
現
代
と
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
考
え
、
そ
し

て
未
来
を
冷
静
に
判
断
す
る
う
え

で
参
考
に
な
れ
ば
、
作
っ
た
意
味

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

映画で「平和」の大切さを伝える
須坂市民学園　公開講演会

　

須
坂
市
中
央
公
民
館
、
成
人
向
け
講
座
の
一
つ
「
須
坂
市
民
学
園
」

で
は
、
来
年
度
の
新
入
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
や
学
園

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
奮
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

月
に
１
回
登
園
し
て
学
級
活
動

を
行
い
ま
す
。
学
級
の
決
め
事
な

ど
を
話
し
合
う
ほ
か
、
テ
ー
マ
を

決
め
て
の
学
習
会
や
館
外
学
習
も

年
２
回
行
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間

７
回
「
公
開
講
演
会
」
を
開
催
し

て
お
り
、
様
々
な
分
野
の
専
門
家

な
ど
を
お
呼
び
し
、
学
び
の
場
を

広
げ
ま
す
。

　

年
に
数
回
、
講
演
会
や
学
習
会

と
は
違
う
特
別
な
行
事
も
あ
り
ま

す
。
学
級
の
枠
を
超
え
て
、
７
月

は
「
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
」
に
参

　

５
年
前
、
縁
あ
っ
て
仲
間
に
な

っ
た
人
た
ち
と
多
岐
に
わ
た
り
精

進
し
学
び
得
た
感
動
が
、
私
た
ち

を
心
身
と
も
に
若
返
ら
せ
、
今
で

は
皆
一
段
と
輝
い
て
見
え
ま
す
。

　

多
方
面
に
出
向
き
得
た
知
識
も

両
手
に
抱
え
き
れ
な
い
程
の
心
の

肥
や
し
に
な
り
ま
し
た
。
教
え
導

い
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。（
平
成
29
年
度
卒
業

生
）

　
み
な
さ
ん
も
、
市
民
学
園
に
入

っ
て
、
新
た
な
仲
間
と
出
あ
い
、

須
坂
に
つ
い
て
学
び
あ
い
、
ふ
る

さ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
語
り
あ
い

ま
せ
ん
か
。

　

市
外
在
住
の
方
、
市
民
学
園
を

卒
業
し
て
一
年
以
上
経
過
し
た
方

の
入
学
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
須
坂
市
中
央
公
民
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
６
�
２
４
５
�
１
５
９
８

　

日
時
や
場
所
の
選
定
は
も
ち
ろ

ん
、
巡
る
箇
所
も
自
分
た
ち
で
決

め
る
の
で
、
意
見
を
出
し
合
い
計

画
を
立
て
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

楽
し
い
学
園
生
活

５
年
間
を
振
り
返
っ
て

加
し
、
11
月
に
は
活
動
の
成
果
を

発
表
す
る
「
学
園
祭
」
、
年
間
を

通
し
て
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
没

頭
で
き
る
「
ク
ラ
ブ
活
動
」
が
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
小
中
学
校
の
社
会
科
見

学
の
よ
う
な
「
館
外
学
習
会
」
が

あ
り
、
学
級
ご
と
に
県
内
の
施
設

や
企
業
、
名
所
旧
跡
を
見
学
し
て

見
聞
を
広
め
ま
す
。
29
年
度
は
市

内
外
の
企
業
の
工
場
見
学
や
、
長

野
地
方
裁
判
所
、
陸
上
自
衛
隊
松

本
駐
屯
地
の
訪
問
な
ど
を
し
て
き

ま
し
た
。

平成30年３月号
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学ぶ

学ぶ

　

新
し
い
仲
間
と
出
会
い
、
楽
し

い
学
園
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

 

（
活
動
の
詳
細
は
、
右
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

と
　
き　

平
成
30
年
４
月
～

　
　
　
　

平
成
31
年
３
月

　
　
　
　

（
下
記
参
照
）

入
学
金　

年
３
６
０
０
円
／
人

※
学
級
・
ク
ラ
ブ
活
動
は
別
途
費

用
が
必
要
で
す
。

対
　
象　

20
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

申
込
締
切　

４
月
10
日
㈫

※
中
央
公
民
館
の
窓
口
に
あ
る
入

学
申
込
書
に
記
入
し
、
負
担
金

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　
　
　
　
　

２
４
６
�
３
９
０
６

Ｅ
メ
ー
ル　

s-kouminkan@city.

　
　
　

 
suzaka.nagano.jp

須
坂
市
民
学
園

新
入
生
募
集

さ
く
ら
の
基
礎
知
識
を

学
ぼ
う

　

本
場
中
国
の
餃
子
を
つ
く
り
、

食
べ
な
が
ら
、
中
国
の
生
活
の
様

子
を
お
聞
き
し
ま
す
。
男
性
大
歓

迎
で
す
。

と
　
き　

３
月
21
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー　

調
理
室

講
　
師　

佐
藤
暁シ

ャ
ウ
ェ
イ

徴
さ
ん

　
　
　
　

（
中
国
浙
江
省
出
身
）

　
　
　
　

（
餃
子
専
門
店
ウ
ェ
イ
ウ
ェ
イ
店
主
）

参
加
費　

８
０
０
円
／
人

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

持
ち
帰
り
用
容
器

定
　
員　

16
人

申
　
込　

３
月
５
日
㈪
～

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
１
１
８

第
５
集　

一
冊
１
１
０
０
円

　

平
成
７
年
９
月
号
～
平
成
15
年

12
月
号
（
４
０
１
～
５
０
０
号
）

の
合
冊
版
で
す
。

第
６
集　

一
冊
１
０
０
０
円

 

平
成
16
年
１
月
号
～
平
成
18
年

４
月
号
（
５
０
１
～
５
２
８
号
）

の
合
冊
版
で
す
。

　

懐
か
し
い
記
事
が
満
載
で
す
。

ご
家
庭
に
一
冊
い
か
が
で
す
か
。

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

さ
く
ら
の
季
節
を
前
に
、
臥
竜

公
園
の
さ
く
ら
を
は
じ
め
全
国
各

地
の
紹
介
や
特
徴
、
生
育
環
境
を

学
び
ま
す
。

と
　
き　

３
月
14
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

南
部
地
域
公
民
館

　
　
　
　

講
堂
（
３
階
）

講
　
師　

西
山
正
大
さ
ん

　
　
　
　

（
公
益
財
団
法
人

　
　
　
　
　

日
本
花
の
会　

樹
木
医
）

参
加
費　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

☎
２
４
５
�
０
２
７
３

須
坂
市
中
央
公
民
館

▲臥竜公園の桜

南
部
地
域
公
民
館

体験

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業

本
場
中
国
の
味
を
楽
し
み

中
国
の
庶
民
の
生
活
を

知
ろ
う

平成 30 年度 須坂市民学園の日程
月　　　日 内　　　容

４月 14 日㈯ 半日日程 入学式

５月 19 日㈯ 半日日程
自治会総会

公開講演会

６月 16 日㈯ 一日日程
学級別学習会

公開講演会

７月中 一日日程 館外学習会

７月 21 日㈯ 夕方から カッタカタまつりに参加

８月   　㈯ 半日日程
公開講演会
※長野県知事選挙の日程と調整

９月 15 日㈯ 一日日程
学級別学習会

公開講演会

10 月中 一日日程 館外学習会

11 月 17 日㈯ 一日日程 学園祭

12 月 15 日㈯ 半日日程 公開講演会

１月 19 日㈯ 一日日程
学級別学習会

公開講演会

２月 16 日㈯ 半日日程 公開講演会

３月 16 日㈯ 半日日程
自治会総会

卒業式

公
民
館
だ
よ
り
合
冊
版
を

頒
布
し
て
い
ま
す

FAX

平成30年３月号

市外局番…(026)
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▲絵伝に合わせて太子祭も開催
されます

　

須
坂
市
・
小
布
施
町
・
高
山
村

の
文
化
芸
術
協
会
が
合
同
で
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
三
大
疾
病
予

防
の
お
話
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

３
月
10
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル
（
３
階
）

講
　
師　

須
藤
恭
弘
さ
ん

（
長
野
県
立
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
長
）

入
場
料　

無
料

主
　
催　

須
坂
市
文
化
芸
術
協
会

問
合
せ　

☎
２
４
５
�
１
３
８
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
花
房
）

　

昨
年
12
月
、
旧
上
高
井
郡
役
所

に
お
い
て
歴
史
文
化
講
座
「
中
世

の
寺
社
と
集
落
」
を
講
義
さ
れ
た
、

酒
井
健
次
（
須
坂
東
高
等
学
校
教

諭
）
さ
ん
を
迎
え
て
歴
史
教
室

（
３
年
間
）
を
開
講
し
ま
す
。

と
　
き　

４
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

※
毎
月
１
回　

第
３
土
曜
日

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

会
議
室
（
２
階
）

会
　
費　

３
０
０
０
円
／
年

　
　
　
　

８
３
０
円
（
教
科
書
代
）

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
５
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
富
田
）

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
美
し
い
音
色
は

魅
力
的
で
す
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や

独
奏
に
よ
り
「
白
い
恋
人
達
」
、「
い

い
日
旅
立
ち
」
、「
ふ
る
さ
と
」
な

ど
15
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

３
月
14
日
㈬

　
　
　
　

正
午
～
午
後
１
時

　

須
坂
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
、
牧　

方
丘 

画

伯
作
の
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
六
幅

が
太
子
堂
内
で
、
両
日
の
み
公
開

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
入

堂
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

と
　
き　

３
月
21
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　

正
午
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　

22
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

太
子
堂
（
太
子
町
）

入
場
料　

無
料

主
　
催　

太
子
町
区

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
６
７
９
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
関
谷
）

　

見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ

る
、
風
景
や
山
、
生
き
物
た
ち
の

写
真
を
展
示
し
ま
す
。

と
　
き　

　

第
１
部
「
日
本
各
地
の

　
　
　
　
　

風
景
と
生
き
物
た
ち
」

　
　
　
　

４
月
４
日
㈬
～
10
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

第
２
部
「
風
景
写
真
」

　
　
　
　

４
月
12
日
㈭
～
25
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
各
部
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ　

須
坂
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
臥
竜

公
園
（
南
部
地
域
公
民
館
）

出
展
者　

第
１
部　

写
真
愛
好
家

　
　
　
　

第
２
部　

日
本
風
景
写

　
　
　
　

真
協
会
長
野
支
部

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
０
９
０
�
２
２
４
０

　
　
　
　
　

‐
０
０
９
８
（
櫛
引
）

社会教育団体からのお知らせ

須
高
文
化
交
流
会

「
め
ざ
せ
！

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ

～
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
～
」

も
う
一
度
「
歴
史
教
室
」

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ス
モ
ス

公
開
講
演
会

参
加
者
募
集

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

展
示
・
お
祭

展
　
示

須
坂
市
指
定
有
形
文
化
財

「
聖
徳
太
子
絵
伝
」

須
坂
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
臥
竜
公
園

写
真
展
「
風
景
写
真
」

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ　

☎
２
４
５
�
０
４
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
勝
山
）

▲竜伝説が今に伝わる「離山」

　

公
開
講
演
会
と
里
山
（
離

は
な
れ
や
ま山

）

ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
高

さ
１
０
０
ｍ

の
頂
上
で
お

や
き
を
食
べ

な
が
ら
紙
芝

居
も
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

４
月
８
日
㈰

　

園
里
郷
土
資
料
館
自
由
見
学

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～

　

講
演
会　

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　

11
時
20
分

　

ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
１
時

と
こ
ろ

　

講
演
会　

豊
丘
地
域
公
民
館

　

ハ
イ
キ
ン
グ　

里
山
（
離
山
）

演
　
題　

「
里
山
を
楽
し
む
」

講
　
師　

丸
山
晴
弘
さ
ん

　
　
　
　

（
長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
講
師
）

参
加
費　

３
０
０
円
／
人

※
講
演
会
は
無
料
で
す
。

定
　
員　

30
人

申
　
込　

４
月
３
日
㈫
ま
で

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

主
　
催　

豊
丘
地
域
活
性
化
連
絡
協
議
会

問
合
せ　

☎
２
４
５
�
９
７
６
８

　
　
　
　

（
豊
丘
地
域
公
民
館
）

園
里
郷
土
資
料
館

オ
ー
プ
ン
１
周
年
記
念
講
演
会

公
開
講
演
会
・
参
加
者
募
集

　

須
坂
市
茶
道
協
会
の
裏
千
家
・

表
千
家
・
江
戸
千
家
・
石
州
流
に

よ
る
、
さ
く
ら
ま
つ
り
協
賛
茶
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

第
18
回 

須
坂
市
民
茶
会

参
加
者
募
集

と
　
き　

４
月
８
日
㈰

　
受
付　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分

　
茶
席　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

臥
竜
山
公
会
堂

参
加
費　

前
売
り
券
（
３
席
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
円

　
　
　
　

当
日
券
（
３
席
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
０
０
円

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
９
４
８
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
原
）

平成30年３月号

お 知 ら せ 市外局番…(026)
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おでかけパソコン教室

①・②とも　講　師　ＮＰＯ法人信州ＳＯＨＯ支援協議会　※パソコンは主催者が用意します。

①・②とも　パソコンの持込可

【
各
講
座
に
つ
い
て
】

○
申
込
受
付
開
始
は
、
午
前
８
時

30
分
〜
で
す
。

○
無
料
託
児
あ
り
ま
す
（
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
）
。

○
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
男
性
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

○
参
加
費
の
お
支
払
い
は
、
お
つ

り
の
な
い
よ
う
支
払
期
限
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
（
平
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）
。

○
キ
ャ
ン
セ
ル
や
欠
席
を
さ
れ
る

場
合
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

須
坂
市
中
央
公
民
館
と
す
ざ
か

女
性
未
来
館
が
共
催
し
て
開
催
し

ま
す
。
中
国
の
文
化
に
つ
い
て
お

話
を
聞
き
、
中
国
料
理
を
作
っ
て

中
国
を
身
近
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
。

と
　
き　

３
月
24
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

料
理
実
習
室
（
２
階
）

内
　
容　

▽
ニ
ラ
と
玉
子
の

　
　
　
　
　

水
餃
子

　
　
　
　

中
国
に
つ
い
て
の
講
話

講
　
師　

杜ド
ゥ　

金
ジ
ン
イ
ェ
ン艶

さ
ん

　
　
　
　

（
中
国
出
身
）

参
加
費　

５
０
０
円
／
人

支
払
期
限　

３
月
20
日
㈫
ま
で

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

食
器
用
ふ
き
ん
、
持
ち

　
　
　
　

帰
り
用
容
器

定
　
員　

16
人

対
　
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在

　
　
　
　

勤
の
方

申
　
込　

３
月
16
日
㈮
ま
で

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

異
文
化
理
解
講
座

「
中
国
の
文
化
と
母
国
料
理
」

講
座･

催
し

講
座･

催
し

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業

平成 30年度使用許可申請書を提出してください
　下記の施設を使用する場合は、年度ごとに使用許可の申請が必要です。

　４月１日㈰以降に使用を予定している団体・サークルは、各施設の使用許可申請書に記

入のうえ、提出してください。

　なお、中央公民館のホール（３階）、日野地域公民館の多目的ホール・屋外コート・大広間、

臥竜山公会堂や旧上高井郡役所を使用する場合は手続きが異なり、そのつど申請が必要です。

　詳しくは、各施設にお問い合わせください。

施　設　名 電話番号 施　設　名 電話番号

中央公民館 ２４５‐１５９８ 仁礼コミュニティセンター ２４５‐８１１８

井上地域公民館 ２４６‐２４８８ 南部地域公民館・臥竜山公会堂 ２４５‐０２７３

豊洲地域公民館 ２４６‐３２３２ 日滝地域公民館 ２４８‐１６８６

高甫地域公民館 ２４８‐１９２５ 豊丘地域公民館 ２４５‐９７６８

日野地域公民館 ２４６‐２２７４ 旭ヶ丘ふれあいプラザ ２４６‐３７８３

旧上高井郡役所 ２４５‐５５５９ すざか女性未来館 ２１４‐６０４１

講　座　名 と　　き 定員・参加費 申　込 ところ・問合せ

①パソコン総合講座

【実践編】＜全８回＞

３月 19 日㈪～ 29 日㈭

午後６時 30 分～８時 30 分

※土・日・祝日を除く

10 人

700 円／人
３月 16 日㈮まで

中央公民館

☎２４５‐１５９８

②パソコン相談室
３月 20 日㈫

午後２時～４時

なし

無料
不要

豊丘地域公民館

☎２４５‐９７６８

平成30年３月号

No.108
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▲墨坂神社（芝宮）の由来や歴史を説明

▲寿泉院にある「豊
ほうたいごうごじぶつひ

太閤護持佛碑」の前で案内する
インストラクター

▲八重森町公会堂にて

　

は
じ
め
に
、
昨
年
度
の
反
省
か

ら
平
成
29
年
度
の
コ
ー
ス
選
定
に

あ
た
り
、
子
ど
も
の
参
加
が
少
な

い
の
で
若
い
層
の
参
加
を
め
ざ
そ

う
と
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
学

校
職
員
の
先
生
方
を
対
象
に
し
た

ま
な
び
ー
号
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
興
味
を

抱
い
た
の
は
退
職
し
て
か
ら
で
す
。

半
世
紀
く
ら
い
住
ん
で
い
て
も
地

元
の
歴
史
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
「
温
故
知
新
」
の
例

え
の
よ
う
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

と
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
以
前
は
寺
跡

で
あ
り
小
学
校
の
職
員
室
と
し
て

使
用
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
八
重

森
町
公
会
堂
。
こ
こ
に
安
置
さ
れ

て
い
た
仏
様
は
、
今
は
新
潟
県
の

見
附
市
の
浄じ

ょ
う
か
く
じ

覚
寺
に
安
置
さ
れ
、

本
堂
も
落
慶
さ
れ
て
大
切
に
守
ら

れ
て
い
る
と
い
う
話
を
知
り
ま
し

た
。
戦
国
時
代
に
戦
火
に
追
わ
れ
、

上
杉
側
に
頼
っ
て
い
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
先
は
米
子
出

身
の
竹
前
権
兵
衛
・
小
八
郎
兄
弟

の
紫
雲
寺
開
拓
（
新
発
田
市
）
も

あ
り
、
郷
土
の
偉
人
の
功
績
に
興

味
が
湧
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元

の
日
野
小
学
校
の
校
歌
が
当
時
の

教
頭
先
生
に
よ
っ
て
、
児
童
文
学

者
坪
田
譲
治
へ
作
詞
を
依
頼
し
て

で
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　

歴
史
に
は
時
代
と
と
も
に
新
し

い
発
見
が
生
ま
れ
ま
す
。
地
元
の

有
識
者
の
協
力
や
援
助
を
い
た
だ

き
、
逸
話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り

ど
も
た
ち
に
、
今
後
学
校
で
「
須

坂
の
歴
史
」
を
教
え
て
い
た
だ
け

る
と
思
う
と
、
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
そ
れ
だ
け
、
今
後
に
対
す

る
期
待
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を

分
か
っ
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
翼
を
担
う

と
と
も
に
、
若
い
人
達
に
も
文
化

伝
承
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ち

の
住
民
、
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で

盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
自
ら
が
進
ん
で
学
び
に
参

加
し
「
よ
り
よ
い
ま
ち
」
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
方
自
身
も
中
学
生

の
よ
う
に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
な
っ
て
参
加
し
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、

課
題
解
決
型
の
学
習
形
態
で
行
い

ま
し
た
。
最
初
は
難
し
い
と
不
安

に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
先
生
方

に
納
得
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で

説
明
の
し
が
い
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

相
森
中
学
校
１
学
年
と
の
学
習

会
で
は
、
生
徒
た
ち
は
朝
か
ら
祇

園
祭
に
参
加
し
、
神
主
さ
ん
の
お

祓
い
を
受
け
て
か
ら
自
ら
が
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
り
、
友
達
を

「
お
宝
探
し
」
に
案
内
し
ま
し
た
。

「
中
学
生
に
で
き
る
の
か
な
」
と

最
初
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
し

っ
か
り
と
し
た
案
内
に
共
感
・
感

激
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
か
ら
た

く
さ
ん
の
礼
状
を
い
た
だ
き
「
私

の
宝
物
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
６
学
年
の
教
職
員
研
修

会
の
「
や
さ
し
い
須
坂
の
歴
史
」

で
は
20
人
の
先
生
方
を
前
に
し
て

案
内
で
き
た
こ
と
で
、
こ
の
上
な

く
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
子

入
れ
、
内
容
も
充
実
さ
せ
て
案
内

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
案
内
に

熱
中
す
る
あ
ま
り
、
進
行
が
遅
れ

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ま
な
び
ー
号
の
見
学
コ
ー
ス
は

見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

米
国
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ハ

ウ
エ
ル
准
教
授
が
、
堀
直
虎
を
取

り
上
げ
、
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公

「
直
虎
」
と
同
じ
名
前
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ブ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。

小
大
名
で
も
須
坂
藩
は
功
績
を
残

し
、
そ
の
名
残
の
神
社
や
仏
閣
も

多
く
あ
り
ま
す
。
「
米
子
瀑
布
群
」

が
国
の
名
勝
指
定
と
な
り
、
大
正
・

昭
和
と
製
糸
で
栄
え
た
町
並
み
に

は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
客
も
大
勢
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
地
元
の
方
の
案
内

で
詳
し
く
説
明
が
聞
け
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
体
験
を
ふ
り
か
え
っ
て

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

ま
な
び
ー
号
を
考
え
る

ま
な
び
ー
号

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
魅
力

運
営
委
員  

田
中  

定
勝

運
営
委
員  

荻
原  

勇
二

生
涯
学
習
市
内
見
学
ま
な
び
ー
号（
隊
）

平成30年３月号

市外局番…(026)

No217
スザッピー
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▲インストラクターの親しみやすい案内
が好評です

▲竹リナの練習を重ね文化祭で発表しました

生
涯
学
習
推
進
員
が

取
材
し
ま
し
た

　

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
女

性
11
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
12
月
に
発
足
し
、
名
前
を

決
め
る
時
は
「
冬
な
の
に
ひ
ま
わ

り
な
ん
て
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す

が
「
明
る
く
元
気
が
あ
っ
て
い
い

ね
」
と
付
け
た
そ
う
で
す
。
ま
だ

日
が
浅
い
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
そ
の

情
熱
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
ま
ず
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
須
坂
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の

ダ
ン
ス
で
体
を
動
か
し
、
そ
の
後

「
竹
リ
ナ
（
コ
カ
リ
ナ
に
似
た

楽
器
）
」
を
全
員
で
練
習
し
ま
す
。

こ
の
竹
リ
ナ
は
、
会
員
の
人
脈
や

経
験
か
ら
色
々
手
を
尽
く
し
、
独

自
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
練
習

し
た
ダ
ン
ス
や
竹
リ
ナ
の
成
果
を
、

年
１
回
の
米
持
町
文
化
祭
で
発
表

す
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
会
は
、
町
の
行
事
の
活
気

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

聞
い
た
代
表
の
清
水
や
よ
い
さ
ん

が
「
そ
れ
な
ら
自
分
た
ち
で
応
援

し
て
行
こ
う
！

」
と
立
ち
上
げ
た

そ
う
で
す
。
こ
の
開
設
理
由
に
私

は
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

平
均
年
齢
70
歳
の
お
ば
さ
ん
パ

ワ
ー
で
「
町
を
明
る
く
、
楽
し
く
、

元
気
よ
く
」
。
今
年
は
さ
ら
に
オ

カ
リ
ナ
の
楽
器
も
取
り
入
れ
て
練

習
し
、
近
隣
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

自
分
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

見
て
も
ら
う
な
ど
、
活
動
の
範
囲

を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

月
２
回
の
木
曜
日
、
午
後
１
時

30
分
か
ら
４
時
ま
で
米
持
町
公
会

堂
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
女
性
に

限
ら
ず
、
男
性
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

町
を
元
気
に
す
る
た
め
に
。

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
５
３
４
７

　
　
　
　
　
　
　

（
代
表　

清
水
）

（
生
涯
学
習
推
進
員
会

　
　
　
　

井
上
分
会　

岩
井　

記
）

　

平
成
29
年
度
の
市
内
見
学
ま
な

び
ー
号
（
隊
）
は
、
新
規
コ
ー
ス
を

含
む
５
コ
ー
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
活
動
は
、

市
民
の
皆
様
に
「
須
坂
の
よ
さ
」

を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
、
文
化

財
の
保
護
や
維
持
活
動
に
寄
与
し

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を
と
お

し
て
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

観
光
ガ
イ
ド
と
異
な
っ
た
内
容
や

独
自
の
表
現
法
な
ど
、
一
人
ひ
と

り
に
合
わ
せ
た
説
明
の
仕
方
を
工

夫
し
「
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
る

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
先
輩
た
ち
が
や
さ
し

く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

受
付
・
相
談
も
行
い
ま
す

　

３
月
～
４
月
上
旬

　

※
事
前
に
お
電
話
く
だ
さ
い

資
格
は
問
い
ま
せ
ん

須
坂
市
の
「
お
宝
発
見
」
に
興

味
が
あ
っ
て
意
欲
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。

活
動
内
容

市
内
見
学
の
ま
な
び
ー
号
（
隊
）

市
内
見
学
ま
な
び
ー
号（
隊
）

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

募
集
！

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

募
集
！

～
応
募
内
容
～

案
内
役
を
無
理
の
な
い
よ
う
に

実
施
し
ま
す
（
年
に
１
回
か
ら
）
。

募
集
人
員　

若
干
名

申
込
・
問
合
せ

　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

まなびー号「新たな企画」を計画中
参加者のみなさんご期待ください

平成 30 年度のまなびー号（隊）が一新します！

① ≪４月≫
そば切り体験（お昼）＋瞑想（座禅）体験

従来のそば切り体験に座禅体験を入れます。正座

や座禅が組めない人も、リラックス瞑想体験をと

おして、何かをつかみとってほしいと思います。

② ≪５月≫
こどもの日特集、小・中・高校生対象のまなびー隊

を実施します。小学生の小さなお子様も参加できる

よう親子参加も可能。わかりやすい社会科教科書の

登場人物を地元須坂市街地をとおして追求します。

③ ≪６月≫
地元観光スポットをゆっくりと見学いただくため

に、須坂市街地の一部に焦点をあてます。

④ ≪９月≫
歴史の道探訪。大笹街道や大笹宿など参勤交代の

実際を資料や体験をとおして学んでいただきたい。

⑤ ≪ 10 月≫
高甫地域のまなびー号の実施。今まで実施のなか

った高甫地域の「お宝探し」をします。今回で須

坂市内の全地域を実施してきたことになります。

⑥ ≪ 11 月≫
須坂産の fruit を使った製造工場見学。フルーツ

発泡酒やワインの試飲も可能です（有料）。

※日程などの詳細は４月以降発行の「センターだ

より」または、市ホームページをご覧ください。

米
持
町

「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」

平成30年３月号



平成30年３月号 ・36・

市外局番…（026）

　
　

き
ら
わ
れ
も
の
の
こ
が
ら
し
ぼ
う
や　
　
　
　
　
　
　

仁
科
幸
子

　
　

と
も
だ
ち
の
や
く
そ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
ひ
ろ
た
か

　
　

マ
ラ
ラ
の
ま
ほ
う
の
え
ん
ぴ
つ　
　
　
　

マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ

　
　

あ
い
う
え
ど
う
ぶ
つ
え
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
純
一

　
　

こ
ど
も
日
本
の
歴
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
孝

　
　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
大
相
撲
図
鑑 

決
定
版　
　

 

　
　
　
　
　
　

汐
文
社

　
　

す
て
き
な
３
Ｋ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
と
う
み
く

　
　

真
夜
中
の
電
話 

謎
解
き
物
語　
　
　
　

 

　
　
　
　
　

赤
川
次
郎

　
　

読
む
パ
ン
ダ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
柳
徹
子

　
　

奨
学
金
借
り
る
と
き
返
す
と
き
に
読
む
本　
　
　
　
　

柴
田
武
男

　
　

戦
国
武
将
茶
人 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
版 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
帯
出
版
社

　
　

シ
ニ
ア
の
ひ
ざ
の
痛
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

　
　

初
め
て
作
る
か
わ
い
い
練
り
き
り
和
菓
子　
　
　
　
　

川
嶋
紀
子

　
　

護
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
山
七
里

　
　

九
十
八
歳
に
な
っ
た
私　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
治

　
　

僕
と
彼
女
の
左
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻
堂
ゆ
め

新

刊

内

案

絵本児童一 般

行
事
の
ご
案
内

特
集「
癒
や
し
の
本
」

今
月
の
小
説
特
集

行
事
の
ご
案
内

特
集「
癒
や
し
の
本
」

今
月
の
小
説
特
集

■「
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
物
語
」

■
お
と
な
の
た
め
の
朗
読
会
・
春

　

地
域
で
活
躍
す
る
４
組
の
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、「
や
さ
し
い
朗

読
講
座
」
講
師
の
今
井
理
恵
子
さ

ん
（
日
本
朗
読
検
定
協
会
シ
ニ
ア

プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
）が
朗
読
し
ま
す
。

と 
 

き　

３
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所
多
目

　
　
　
　

的
ホ
ー
ル
（
２
階
）

出　

演　

▼
山
岸
淳
子
さ
ん
▼
寺

　

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で

す
。
健
康
づ
く
り
課
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
で
、
心
癒
や
さ
れ
る
本
を
集

め
ま
し
た
。

▼
『
世
界
の
ひ
つ
じ
め
ぐ
り
』
…
本

出
ま
す
み
▼
『
し
ば
い
ぬ
』
…
岩
合

光
昭
▼
『
に
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
』
…
伴
田

良
輔
▼
『
郷
土
菓
子
』
…
平
凡
社
▼

『
愛
の
へ
ん
な
い
き
も
の
』
…
早
川

い
く
を
▼
『
お
さ
ん
ぽ
き
の
こ
』
…

石
塚
倉
二
▼
『
は
つ
み
み
植
物
園
』

…
西
畠
清
順

　

ロ
ビ
ー
で
展
示
・
貸
出
し
中
で
す
。

▼『
図
書
館
の
魔
女
』… 

高
田
大
介

▼
『
は
る
か
遠
く
彼
方
の
君
へ
』
…

安
澄
加
奈
▼
『
僕
僕
先
生
』
…
仁
木

英
之
▼
『
人
柱
は
ミ
イ
ラ
と
出
会

う
』
…
石
持
浅
海
▼
『
偉
大
な
る
、

し
ゅ
ら
ら
ぼ
ん
』
…
万
城
目
学
▼

『
し
ゃ
ば
け
』
…
畠
中
恵
▼
『
カ
ミ

カ
ゼ
』
…
永
瀬
隼
介
▼
『
ゲ
ド
戦

記
』
…
ル
・
グ
ウ
ィ
ン

「須坂温泉　古城荘」

信州須坂どこでも図書館紹介㉒    

開館時間　午前６時～午後９時

電話番号　245‐1460

　「須坂市民デー」やランチタイムサ

ービスが始まり、親しみやすくなっ

た古城荘。入浴やお食事のあとに、

開放的なラウンジで美しい庭園を眺

めながら、ゆったりと本が読めます。

　

　

ぶ
っ
く
る
ー

▲

開
館
時
間　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　

土
日
祝　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

Tel
２
４
５
‐
０
７
８
４

　
　
　
　
　

Fax
２
４
５
‐
４
３
１
３

休 

館 

日　

５
・
12
・
19
・
26
・
30
日
・
４
月
２
日

１月

来館者数

   9,261人

貸出冊数

　23,021冊

図
書
館
だ
よ
り

新しいＤＶＤのご案内

◆新・映像の世紀（全６巻）

◇狂気の戦場ペリリュー　忘れられた島

　の記憶

◆村山斉の宇宙をめぐる大冒険

◇京都人の密かな愉しみ

◆瀬戸内寂聴　一期一会（全３巻）

◇ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」総集編

　（全２巻）

◆今さら誰にも聞けないスマホ＆タブレット

◇日本の国産航空機（全2巻）

◆日本の野鳥鳴き声映像図鑑

◇テレビ体操ワンポイントレッスン

◆ドキュメンタリー「100万回生きたねこ」

◇いぬキュン　癒しのわんこシアター

◆もったいないばあさんと考えよう世

　界のこと

◇奇跡のパンダファミリー　愛と涙の

　子育て物語

◆まんが世界昔話（全 4巻）

貸出しは１週間（１人３枚まで）です。

坂
美
代
子
さ
ん
▼
久
保
田
好
江
さ

ん
▼
須
坂
り
ん
ど
う
の
会
▼
今
井

理
恵
子
さ
ん

内　

容 

▼
『
小
さ
い
金
の
針
』
…

安
房
直
子
▼
『
梅
の
蕾
』
…
吉
村
昭 

▼
『
平
家
物
語
』
よ
り
『
名
馬
井
上

黒
』
▼
『
じ
ゃ
が
い
も
畑
』
…
カ
レ

ン
・
ヘ
ス
▼
『
手
紙
～
親
愛
な
る

子
供
た
ち
へ
～
』
▼
『
杜
子
春
』
…

芥
川
龍
之
介 

参
加
費　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

八木沢川

北信濃
くだもの街道 ★

高橋町

本郷

大谷町

サマー
ランド前

サマーランド

5454



異
国
船
来
航
を
伝
え
る

か
わ
ら
版

　

鍍と

銀
銅
製

獅し

か

み

も

ん

か

ば

ん

噛
紋
銙
板

▲

須
坂
市
立
博
物
館

博
物
館
だ
よ
り

平成30年３月号・37・

市外局番…（026）

　

博
物
館
の
長
期
休
館
中
は
、
所
蔵
品
の
整
理
・
台
帳
化
お
よ
び
調
査
研
究
活
動
や
館
外
事
業
（
八
丁
鎧
塚
ま

つ
り
、
須
坂
き
の
こ
展
、
臥
竜
山
た
ん
け
ん
）
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
所
蔵
品
の
整
理
作
業
を
進
め
る
中

で
、
貴
重
な
資
料
を
今
月
か
ら
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

塩し
お
ざ
き崎

源げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
氏
は
、
明
治
45
（
１
９
１
２
）
年
６
月

21
日
、
現
在
の
須
坂
市
九
反
田
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年
か
ら
大
阪
府
西
成
区
で
紙

芝
居
師
と
し
て
活
躍
。
戦
後
の
昭
和
22
（
１
９
４
７
）

年
に
「
日
本
が
再
起
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
に

視
野
の
広
い
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
紙
芝
居
絵
元
「
三さ

ん
ゆ
う
か
い

邑
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

絵
元
は
、
紙
芝
居
を
企
画
し
、
画
家
に
絵
を
描
か

せ
、
で
き
た
紙
芝
居
を
貸
し
出
す
仕
事
で
、
塩
崎
氏

の
下
に
は
、
手て

づ

か

お

さ

む

塚
治
虫
と
長
編
漫
画
「
新
宝
島
」を
共

作
し
た
酒さ

か

い

し

ち

ま

井
七
馬
や
関
西
を
中
心
に
活
躍
し
た
小こ

て

ら寺

鳩き
ゅ
う
ほ甫

ら
多
く
の
才
能
豊
か
な
画
家
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

街
頭
紙
芝
居
の
人
気
は
、
昭
和
30
年
代
の
テ
レ
ビ

の
普
及
に
よ
り
下
火
に
な
り
ま
し
た
が
、
塩
崎
氏
は

紙
芝
居
の
灯
を
守
り
続
け
、
平
成
７
年
に
は
自
宅
を

改
装
し
「
紙
芝
居
博
物
館
」を
開
館
。
平
成
12
年
に
亡

く
な
る
ま
で
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
、
塩
崎
氏
の
「
ふ
る
さ
と
に
作
品
を
寄

贈
し
て
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
の
強
い
思
い
か
ら
、

『
山
中
鹿
之
助
』
ほ
か
多
数
の
紙
芝
居
原
画
が
須
坂
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
塩
崎
氏
は
生
ま
れ
故
郷
の
須

坂
を
生
涯
愛
し
、「
須
坂
の
地
で
い
つ
か
街
頭
紙
芝
居

が
や
り
た
い
」
が
口
ぐ
せ
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

平
成
30
年
１
月
15
日
か
ら
長
期
休
館
し
て
お
り
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Tel
２
４
５
‐
０
４
０
７　

Fax
２
１
４
‐
５
５
４
８

▲「北亜墨利加蒸気火輪船正図」
　（須坂市所蔵 坂本家文書）

▲「力士力競」
　（須坂市所蔵 坂本家文書）

▲塩崎源一郎氏から須坂市に寄贈された紙芝居

塩
崎
源
一
郎
氏
の
紙
芝
居

～
最
後
の
紙
芝
居
絵
元
～

　

須
坂
市
所
蔵
の
坂
本
家
文
書
の
中
に
、
異
国
船
来
航
を
伝
え
る
か
わ

ら
版
と
そ
れ
に
対
抗
し
て
幕
府
側
が
備
え
た
江
戸
湾
警
護
の
か
わ
ら
版

が
７
点
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
２
点
が
左
に
あ
げ
た
も
の
で
す
。
右
は
「
北き

た

亜あ

墨め

利り

加か

蒸じ
ょ
う
き気

火か

り

ん

せ

ん

輪
船
正せ

い

ず図
」
、
左
は
「
力

り
き
し
ち
か
ら
く
ら
べ

士
力
競
」で
す
。

　

「
北
亜
墨
利
加
蒸
気
火
輪
船

正
図
」
に
描
か
れ
た
船
の
名
前

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
船
の
構

造
に
つ
い
て
、「
煙
出
し
・
水
出

し
・
風
袋
白
木
綿
ロ
ヲ
引
き
」

と
い
っ
た
説
明
が
つ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
右
上
に
は
、
幕
府
か

ら
「
ア
メ
リ
カ
国
主
（
大
統
領
）
」

や
「
通
弁
官
（
通
訳
）
」な
ど
に
贈

ら
れ
た
品
々
が
書
き
上
げ
ら
れ
、

左
上
に
は
船
の
大
き
さ
と
「
夷

人
生
形
勢
高
ク
色
白
ク　

鼻
高

毛
赤
眼
中
浅
黄
色
」
と
い
う
ア

メ
リ
カ
人
の
容
貌
の
説
明
が
つ

い
て
い
ま
す
。

　

「
力
士
力
競
」は
、
米
俵
ひ
と

つ
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
弱
々
し

い
ア
メ
リ
カ
兵
と
は
対
照
的
に
、

一
人
で
２
俵
も
３
俵
も
米
俵
を

持
ち
上
げ
て
い
る
力
士
を
描
い

て
い
ま
す
。
異
国
船
の
脅
威
に

び
く
と
も
し
な
い
と
い
う
日
本

人
の
心
意
気
を
表
現
し
た
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

博物館の
資料紹介①



2018.2.1現在（　）内前月比

人口・・・・・・・・51,118（-14）

 男 ・・・・・・・・24,745（- 7）

 女 ・・・・・・・・26,373（- 7）

世帯・・・・・・・・19,786（+17）

よ
も
や
ま
ば
な
し

▼
上
記
の
の
レ
シ
ピ
を
多
く
の
人
に
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
思
い
で
、
動
画
を

作
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
で
、
思

い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
形
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
の
目
標
は
「
目
指
せ
！

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
」
で
す
。 

 

（
佐
藤
）

▼
「
信
州
須
坂
の
台
所
」で
紹
介
す
る
レ

シ
ピ
の
動
画
を
作
り
ま
し
た
（
上
記
参

照
）
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
改
良
点
は

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
毎
回
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
感
想

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

（
岡
田
）

▼
レ
ジ
で
並
ん
だ
時
、
買
い
忘
れ
に
気

づ
き
ま
し
た
。
ひ
と
こ
と
言
っ
て
取
り

に
戻
ろ
う
と
す
る
と
、
店
員
さ
ん
か
ら

「
荷
物
を
お
預
か
り
し
ま
す
よ
」と
の
提

案
が
。
と
て
も
あ
り
が
た
く
、
自
分
も

と
っ
さ
に
こ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
（
浦
野
）

【郷土食】やしょうま

■米の粉…１㎏　　　　■砂糖…55g

■塩…大さじ１（18ｇ）  ■熱湯…700～750ｇ

■酒（手水）…100cc　

【材料】（４人分）

健康長寿レシピの豆知識

　３月15日（２月15日）は、お釈迦様の亡く

なった日「涅
ね は ん え

槃絵」です。この日に米の粉で

作った細長いお団子「やしょうま」を作っ

て仏壇にお供えします。

約40分調理時間

須坂市花と緑のまちづく
り事業マスコットキャラ
クター「かんなちゃん」

信州須坂の台所
　レシピ投稿検索サイト「クックパッド」に、須坂市

公式キッチン「信州須坂の台所」を掲載しています。

　その中から、毎月おすすめ料理を紹介します。

「クックパッド」須坂市公式キッチン

15
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◇
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◇
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◇
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◇
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【作り方】

米の粉、砂糖、塩をよく混ぜ、熱湯を

少しずつ入れ湿らせる。

蒸し布巾で包んだまま、水をはったボ

ウルに入れて冷やして水気を切り、違

うボウルに移す。

酒を手水にとりながら、力を入れてし

っかりとこねる（酒を加えることでツ

ヤが出る）。

お好みでゆかり、ごまなどを混ぜ入れ、

棒状にまとめ１㎝位の厚さに切る。色

付けをして組み立てて模様にしてもキ

レイです。

　このレシピの動画（１分程

度）をYouTubeでご覧いただけ

ます。左のＱＲコードからア

クセスできます。

耳たぶくらいの硬さにこね、片手でち

ぎりながら、蒸気の上がった蒸し器で

20分蒸かす（蒸し布巾を敷く）。

①

②

③

④

⑤

　この時の形が馬の背中に似ているので「やせうま」、こ

れがなまって「やしょうま」となったといわれています。

　また、お釈迦様がご臨終の時、弟子の「やしょ」が好

物の団子を作ったところ「やしょ、うまかった」とおっ

しゃったことから「やしょうま」という説もあります。

レシピの動画、始めました！ 

※ゆかりを混ぜたもの※ゆかりを混ぜたもの
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